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【
研
究
論
文
】

奈
良
時
代
の
擬
音
語
・
擬
態
語

山

口

中イ

美

は
じ
め
に

二
　
対
象
と
す
る
擬
音
語
・
擬
態
語

1

　
今
を
遡
る
こ
と
、
一
三
〇
〇
年
、
奈
良
時
代
の
日
本
人
が
使
っ
て
い
た
擬
音

語
・
擬
態
語
と
は
、
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
？
　
次
の
平
安
時
代
の
そ
れ
と

比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
奈
良
時
代
の
擬
音
語
・
擬
態
語
の
語
彙
的
な
特
質

を
追
究
す
る
。
こ
れ
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　
手
順
は
次
の
よ
う
に
行
な
う
。
①
奈
良
時
代
の
作
品
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る

『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
『
風
土
記
」
『
万
葉
集
』
か
ら
、
当
時
存
在
し
て
い
た

擬
音
語
・
擬
態
語
を
抜
き
出
し
て
、
資
料
と
す
る
。
②
平
安
時
代
の
作
品
か
ら

擬
音
語
・
擬
態
語
の
残
さ
れ
や
す
い
作
品
を
選
び
、
平
安
時
代
の
擬
音
語
・
擬

態
語
を
抽
出
す
る
。
③
奈
良
時
代
の
擬
音
語
・
擬
態
語
を
平
安
時
代
の
そ
れ
と

比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
奈
良
時
代
の
擬
音
語
・
擬
態
語
の
性
質
を
明
ら
か

に
す
る
。
一
体
ど
ん
な
特
質
が
浮
き
彫
り
に
な
る
の
か
？

　
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
擬
音
語
と
い
う
の
は
、
現
代
語
で
言
え
ば
「
わ
ん
わ

ん
」
「
ご
ろ
ご
ろ
」
な
ど
の
外
界
の
声
や
音
を
日
本
語
の
発
音
で
写
し
取
っ
た

語
の
こ
と
。
擬
態
語
と
い
う
の
は
、
「
き
ら
き
ら
」
「
つ
る
り
」
な
ど
の
外
界
の

状
態
や
様
子
を
い
か
に
も
そ
れ
ら
し
く
日
本
語
の
発
音
で
写
し
取
っ
た
語
の
こ

と
。　

こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
の
は
、
擬
音
語
・
擬
態
語
と
し
て
最
も
一
般
的
に
認
め

ら
れ
て
い
る
副
詞
と
し
て
機
能
し
て
い
る
場
合
を
中
心
に
す
る
。
た
と
え
ば
、

「
ぱ
た
ぱ
た
と
走
る
」
「
き
り
き
り
と
縛
る
」
「
こ
ん
も
り
と
茂
る
」
な
ど
の

「
ば
た
ば
た
と
」
「
き
り
き
り
と
」
「
こ
ん
も
り
と
」
な
ど
。
そ
れ
ぞ
れ
、
「
走
る
」

「
縛
る
」
「
茂
る
」
と
い
う
動
詞
に
付
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
動
作
を
修
飾
し
限
定

し
て
い
る
。
こ
う
い
う
場
合
を
主
に
こ
こ
で
は
取
り
扱
う
。
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た
だ
し
、

場
合
で
も
、

が
多
い
。

奈
良
時
代
で
は
、
現
代
語
と
違
っ
て
副
詞
と
し
て
機
能
し
て
い
る

次
の
よ
う
に
「
に
」
を
と
っ
て
動
詞
を
修
飾
限
定
し
て
い
る
こ
と

あ
わ
ゆ
き

沫
雪
の
　
ほ
ど
う
ほ
ど
う
に
　
降
り
敷
け
ば

か
も
　
（
万
葉
集
、
一
六
三
九
）

奈
良
の
都
し
　
思
ほ
ゆ
る

　
「
沫
雪
が
、
う
っ
す
ら
う
っ
す
ら
と
地
面
に
降
り
積
も
る
と
、
奈
良
の
都
が

思
い
出
さ
れ
る
な
あ
」
と
い
う
意
味
。
大
伴
旅
人
が
、
大
宰
府
に
赴
任
し
て
い

る
時
の
歌
。
雪
の
薄
く
降
り
積
も
っ
た
様
子
を
み
て
、
帰
京
の
念
に
さ
い
な
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
擬
態
語
「
ほ
ど
う
ほ
ど
う
」
は
、
「
と
」
で
は
な
く
、

「
に
」
を
と
っ
て
副
詞
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
次
の
平
安
時
代

か
ら
一
般
化
し
て
い
く
「
と
」
を
と
る
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
は
な
い
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
「
に
」
を
と
っ

て
文
に
参
加
す
る
場
合
が
、
奈
良
時
代
の
一
つ
の
勢
力
を
も
っ
た
パ
タ
ー
ン
で

あ
っ
た
こ
と
だ
け
を
お
さ
え
て
お
き
た
い
。

　
な
お
、
用
例
の
少
な
さ
を
補
う
意
味
か
ら
、
「
さ
ば
め
く
」
「
か
か
な
く
」

「
そ
そ
茅
原
」
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
「
さ
ば
」
「
か
か
」
「
そ
そ
」
な
ど
と
い

う
擬
音
語
・
擬
態
語
部
分
が
抽
出
で
き
る
場
合
も
、
擬
音
語
・
擬
態
語
の
資
料

と
し
て
加
え
た
。

　
で
は
、
早
速
、
ど
ん
な
擬
音
語
・
擬
態
語
が
奈
良
時
代
に
は
見
ら
れ
る
の
か
、

調
査
結
果
を
示
し
て
み
よ
う
。

三
　
ど
ん
な
擬
音
語
・
擬
態
語
が
見
ら
れ
る
の
か

　
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
『
風
土
記
』
『
万
葉
集
』
か
ら
、
擬
音
語
・
擬
態
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
抽
出
す
る
と
、
次
に
示
す
よ
う
な
六
十
五
種
類
の
語
が
抽
出
さ
れ
る
。
そ
れ

ら
を
五
十
音
順
で
列
挙
し
て
み
る
。

　
ま
ず
、
一
語
ご
と
に
、
仮
名
で
語
例
を
示
し
、
次
に
（
）
に
入
れ
て
原
文

の
表
記
を
記
す
。
そ
の
次
に
、
意
味
を
記
し
、
最
後
に
そ
の
語
の
出
て
く
る
作

品
名
を
示
し
て
あ
る
。
作
品
名
の
下
に
は
、
そ
の
語
の
現
わ
れ
る
場
所
（
地
の

文
か
会
話
文
か
歌
謡
か
割
注
か
）
を
示
し
た
。
『
万
葉
集
』
に
限
っ
て
は
、
す

べ
て
歌
に
の
み
出
現
す
る
の
で
、
特
に
記
す
こ
と
は
し
な
い
。
な
お
、
以
下
、

用
例
の
引
用
は
、
す
べ
て
漢
字
か
な
交
じ
り
文
に
直
し
て
示
す
。
必
要
な
場
合

の
み
、
（
）
に
入
れ
て
原
文
を
表
記
す
る
。

　
ま
た
、
擬
音
語
・
擬
態
語
が
文
に
参
加
す
る
時
に
、
「
に
」
を
と
っ
て
い
る

か
、
「
と
」
を
と
っ
て
い
る
か
を
、
万
葉
仮
名
な
ど
で
原
文
に
表
記
し
て
い
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ら
が
記
さ
れ
て
い
る
時
に
は
見
出
し
語
・
原
文
表
記
の
該

当
箇
所
に
そ
れ
を
記
し
、
傍
線
を
付
し
た
。
原
文
に
は
表
記
さ
れ
て
い
な
い
け

れ
ど
、
他
の
文
献
か
ら
文
に
参
加
す
る
時
の
形
が
明
ら
か
な
場
合
も
、
見
出
し

語
に
そ
れ
を
記
し
、
傍
線
を
付
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

奈
良
時
代
の
擬
音
語
・
擬
態
語
一
覧

①
い
（
馬
声
）
馬
の
い
な
な
く
声
…
万
葉
集
、
播
磨
国
風
土
記
（
地
の
文
）

②
う
つ
ら
う
つ
ら
（
宇
都
良
々
々
々
）
鮮
明
に
見
え
る
様
子
…
万
葉
集
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う
ら
う
ら
に
（
宇
良
宇
良
ホ
）
の
ど
か
な
様
子
…
万
葉
集

か
か
（
可
加
）
　
鷲
の
鳴
く
声
…
万
葉
集

か
く
し
も
が
も
と
（
如
是
鴨
跡
）
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
…
万
葉
集

か
わ
ら
（
詞
和
羅
）
鎧
に
鍵
が
触
れ
て
鳴
る
音
…
古
事
記
（
地
の
文
）

く
る
る
に
（
苦
留
留
爾
・
課
輔
然
）
物
の
回
転
す
る
様
子
…
日
本
書
紀

（
地
の
文
）
、
日
本
書
紀
（
割
注
）

く
れ
く
れ
と
（
久
礼
久
礼
登
・
久
礼
久
礼
等
）
暗
く
う
な
だ
れ
て
い
る

様
子
…
万
葉
集

け
や
に
（
計
夜
ホ
）
際
立
っ
た
様
子
…
万
葉
集

こ
こ
（
古
々
）
猿
の
鳴
く
士
戸
…
常
陸
国
風
土
記
（
割
注
）

こ
ご
と
（
古
胡
登
）
力
を
こ
め
て
物
を
揉
む
音
…
万
葉
集

こ
む
（
来
許
武
）
狐
の
鳴
き
声
…
万
葉
集

こ
ろ
く
と
（
許
呂
久
等
）
カ
ラ
ス
の
鳴
き
声
…
万
葉
集

こ
を
ろ
こ
を
う
に
（
許
々
蓑
々
呂
々
遽
・
許
衰
呂
許
蓑
呂
爾
）
液
体
を

矛
で
か
き
回
す
音
…
古
事
記
（
地
の
文
）
、
古
事
記
（
歌
謡
）

さ
ば
（
佐
腰
・
訓
彪
）
騒
が
し
い
音
…
日
本
書
紀
（
地
の
文
）
、
日
本
書
紀

（
割
注
）

さ
や
に
（
清
ホ
・
佐
夜
ホ
）
笹
の
葉
ず
れ
の
音
・
目
に
鮮
や
か
な
様
子
…

万
葉
集

さ
や
さ
や
（
佐
夜
佐
夜
・
佐
椰
佐
椰
）
木
の
枝
の
こ
す
れ
あ
う
音
・
海

藻
が
波
に
揺
れ
る
音
・
琴
の
音
…
古
事
記
（
歌
謡
）
、
日
本
書
紀
（
歌
謡
）

さ
ら
さ
ら
に
（
更
更
・
佐
良
左
良
ホ
）
川
に
布
を
さ
ら
す
音
・
杉
の
葉

ず
れ
の
音
…
万
葉
集

⑲⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑳⑫⑳

さ
わ
さ
わ
に
（
佐
和
佐
和
遡
・
佐
和
佐
和
珊
）
大
根
の
葉
ず
れ
の
音
・

立
派
な
櫨
を
引
き
寄
せ
上
げ
る
音
・
騒
が
し
い
音
・
さ
わ
や
か
な
様
子
…

古
事
記
（
会
話
文
）
、
古
事
記
（
歌
謡
）
、
日
本
書
紀
（
歌
謡
）

さ
ゐ
さ
ゐ
（
狭
藍
左
謂
）
衣
装
が
触
れ
合
っ
て
た
て
る
ざ
わ
め
き
の
音
…

万
葉
集

さ
ゑ
さ
ゑ
（
佐
恵
佐
恵
）
衣
装
が
触
れ
合
っ
て
た
て
る
ざ
わ
め
き
の
音
…

万
葉
集

し
の
に
（
之
努
ホ
・
思
努
ホ
）
心
が
う
ち
萎
れ
る
様
子
・
ひ
た
す
ら
相

手
を
思
う
様
子
…
万
葉
集

し
の
の
に
（
之
努
々
ホ
・
小
竹
野
ホ
）
全
身
が
水
を
浴
び
た
よ
う
に
濡

れ
て
い
る
様
子
・
涙
で
濡
れ
て
い
る
様
子
…
万
葉
集

し
ほ
ほ
に
（
志
保
々
ホ
）
涙
に
濡
れ
た
様
子
…
万
葉
集

し
み
み
に
（
思
美
三
荷
・
志
弥
美
ホ
・
繁
森
・
四
美
見
似
）
隙
間
も
な

い
ほ
ど
生
い
茂
っ
た
り
、
物
や
人
が
詰
ま
っ
て
い
る
様
子
…
万
葉
集

し
み
ら
に
（
之
弥
良
ホ
）
空
き
も
な
く
満
た
さ
れ
て
い
る
様
子
…
万
葉
集

す
く
す
く
と
（
須
久
須
久
登
）
勢
い
よ
く
進
ん
で
い
く
様
子
…
古
事
記

（
歌
謡
）

す
ぶ
す
ぶ
（
須
々
夫
々
）
す
ぼ
ま
っ
て
狭
い
様
子
…
古
事
記
（
会
話
文
）

そ
そ
（
彼
彼
）
茅
の
風
に
鳴
る
音
…
日
本
書
紀
（
会
話
文
）

そ
よ
と
・
そ
よ
に
（
曾
与
等
・
衣
世
二
）
箭
や
枕
が
共
鳴
す
る
音
…
万

葉
集

た
し
だ
し
に
（
多
志
陀
志
爾
）
霰
が
笹
の
葉
を
打
つ
音
…
古
事
記
（
歌
謡
）

た
ゆ
た
に
（
絶
谷
）
不
安
と
安
ら
ぎ
の
間
で
揺
れ
動
く
様
子
…
万
葉
集
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⑳⑯⑯⑭⑳⑳⑳⑱⑫⑪⑬⑮⑭⑳⑲⑱⑰⑯
た
ゆ
ら
に
（
多
由
良
ホ
）
揺
れ
動
い
て
安
定
し
な
い
様
子
…
万
葉
集

た
よ
ら
に
（
多
欲
良
ホ
）
揺
れ
動
い
て
安
定
し
な
い
様
子
…
万
葉
集

た
わ
た
わ
（
多
和
々
々
）
枝
の
し
な
う
様
子
…
万
葉
集

つ
ば
ら
に
（
委
曲
）
時
間
を
か
け
て
観
察
す
る
様
子
…
万
葉
集

つ
ば
ら
つ
ば
ら
に
（
曲
々
二
・
都
波
良
都
婆
良
ホ
）
時
間
を
か
け
て
繰

り
返
し
観
察
す
る
様
子
・
梶
の
音
…
万
葉
集

つ
ら
つ
ら
に
（
都
良
々
々
ホ
）
熟
視
す
る
様
子
…
万
葉
集

つ
ら
ら
に
（
都
良
々
ホ
）
小
舟
の
連
な
っ
て
い
る
様
子
…
万
葉
集

と
き
す
ぎ
に
け
り
（
登
伎
須
疑
ホ
家
利
）
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
…
万

葉
集

と
ど
と
（
跡
仔
登
・
等
仔
登
）
板
戸
を
叩
く
音
や
馬
の
足
音
…
万
葉
集

と
ど
ろ
に
（
等
騰
呂
ホ
・
等
仔
呂
ホ
・
響
動
二
・
動
響
二
・
登
仔
呂
ホ
・

動
々
）
辺
り
一
帯
に
響
き
渡
る
滝
音
や
波
音
の
よ
う
な
大
音
…
万
葉
集

と
を
を
と
を
を
に
（
登
遠
々
登
遠
々
遍
）
竹
の
棒
の
し
な
う
様
子
…
古

事
記
（
会
話
文
）

と
を
を
に
（
等
乎
々
ホ
・
十
遠
仁
）
枝
の
し
な
う
様
子
…
万
葉
集

に
ふ
ぶ
に
（
二
布
夫
ホ
・
ホ
布
夫
ホ
）
う
れ
し
そ
う
な
笑
み
を
浮
か
べ

る
様
子
…
万
葉
集

は
だ
ら
に
（
薄
太
良
ホ
）
薄
く
雪
の
降
り
積
も
る
様
子
…
万
葉
集

は
つ
は
つ
に
（
小
端
・
波
都
波
都
ホ
・
端
々
）
僅
か
な
様
子
…
万
葉
集

は
ら
ら
に
（
波
良
々
ホ
）
物
の
散
ら
ば
っ
て
い
る
様
子
…
万
葉
集

ひ
し
と
（
比
師
跡
）
床
の
鋭
く
鳴
る
音
…
万
葉
集

び
し
び
し
に
（
砒
之
砒
之
ホ
）
鼻
水
を
す
す
る
音
…
万
葉
集

⑬⑫⑪⑮⑭⑯⑱⑰⑲⑪⑳⑮⑭⑬⑫
ひ
ひ
（
比
々
）
鹿
の
鳴
き
士
戸
…
播
磨
国
風
土
記
（
地
の
文
）

ぶ
（
蜂
音
）
蜂
の
羽
音
…
万
葉
集

ふ
つ
に
（
臨
）
刀
剣
で
勢
い
よ
く
斬
り
お
ろ
す
音
や
様
子
…
常
陸
国
風

土
記
（
地
の
文
）

ほ
ど
う
に
（
保
柱
呂
ホ
）
薄
く
雪
の
降
り
積
も
る
様
子
…
万
葉
集

ほ
ど
う
ほ
ど
う
に
（
保
粁
呂
々
々
々
ホ
）
薄
く
雪
の
降
り
積
も
る
様
子
…

万
葉
集

ほ
ら
ほ
ら
（
富
良
々
々
）
中
が
空
洞
に
な
っ
て
い
る
様
子
…
古
事
記
（
会

話
文
）

ほ
ろ
に
（
富
呂
ホ
）
雲
を
蹴
散
ら
す
様
子
…
万
葉
集

も
そ
ろ
も
そ
ろ
に
（
毛
々
曽
々
呂
々
ホ
）
ゆ
っ
く
り
と
大
船
を
引
き
寄

せ
る
様
子
…
出
雲
国
風
土
記
（
地
の
文
）

も
ゆ
ら
に
（
母
由
羅
爾
・
槍
玲
）
玉
の
触
れ
合
う
さ
わ
や
か
な
音
…
古

事
記
（
地
の
文
）
、
古
事
記
（
割
注
）
、
日
本
書
紀
（
地
の
文
）

ゆ
く
ゆ
く
と
（
由
久
遊
久
登
）
勢
い
よ
く
進
ん
で
い
く
様
子
…
万
葉
集

ゆ
く
ら
ゆ
く
ら
に
（
行
莫
々
・
往
良
行
羅
二
・
行
良
行
良
ホ
・
由
久
良
々
々

々
ホ
・
由
久
良
々
々
々
耳
）
心
な
ど
の
絶
え
ず
揺
れ
動
い
て
い
る
様
子
…

万
葉
集

ゆ
た
に
（
湯
谷
・
由
多
ホ
）
落
ち
着
い
て
い
る
様
子
…
万
葉
集

ゆ
ら
に
（
由
良
ホ
）
小
鈴
や
琴
の
鳴
る
音
…
万
葉
集

ゆ
ら
ら
に
（
湯
良
羅
ホ
）
玉
の
揺
れ
て
鳴
る
音
…
万
葉
集

ゑ
ら
ゑ
ら
に
（
恵
良
恵
良
ホ
）
上
機
嫌
に
笑
い
さ
ざ
め
く
声
や
様
子
…

万
葉
集
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四
　
万
葉
集
に
最
も
多
く
残
存

　
以
上
の
六
十
五
種
類
が
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
『
風
土
記
』
『
万
葉
集
』

に
出
現
す
る
擬
音
語
・
擬
態
語
で
あ
る
。
最
下
欄
に
記
し
た
擬
音
語
・
擬
態
語

が
出
現
す
る
作
品
を
眺
め
る
と
、
日
常
会
話
語
に
近
い
言
葉
で
綴
ら
れ
て
い
る

作
品
ほ
ど
擬
音
語
・
擬
態
語
が
頻
出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
『
万
葉
集
』

に
、
四
十
八
種
の
擬
音
語
・
擬
態
語
が
み
ら
れ
、
全
体
の
七
割
強
を
占
め
て
い

る
。
む
ろ
ん
、
『
万
葉
集
』
は
歌
集
だ
か
ら
、
日
常
会
話
語
そ
の
も
の
で
は
な

い
。
で
も
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
『
風
土
記
』
の
よ
う
な
、
漢
文
や
漢
式

和
文
（
N
変
体
漢
文
）
で
書
か
れ
た
作
品
よ
り
は
、
遥
か
に
日
常
会
話
語
に
近

い
。

　
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
『
風
土
記
』
の
三
作
品
合
わ
せ
て
も
、
擬
音
語
・

擬
態
語
は
十
八
種
し
か
出
現
し
な
い
。
さ
ら
に
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』

『
風
土
記
』
を
比
べ
る
と
、
漢
式
和
文
の
『
古
事
記
』
『
風
土
記
』
の
方
が
、
漢

文
の
『
日
本
書
紀
』
よ
り
も
、
擬
音
語
・
擬
態
語
を
含
む
比
率
が
高
い
。
漢
文

よ
り
も
漢
式
和
文
の
方
が
日
常
会
話
語
を
含
み
や
す
い
文
章
だ
か
ら
で
あ
る
。

擬
音
語
・
擬
態
語
は
、
日
常
会
話
語
で
最
も
活
躍
す
る
言
語
な
の
で
あ
る
。
そ

の
証
拠
に
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
『
風
土
記
』
に
僅
か
に
見
ら
れ
る
「
会

話
文
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
、
す
か
さ
ず
擬
音
語
・
擬
態
語
が
出
現
し
て
い
る
。

ね
ず
み
　
　
　
　
　
　
い

鼠
、
来
て
云
ひ
し
く
、

上
巻
）

「
内
は
ほ
ら
ほ
ら
、
外
は
す
ぶ
す
ぶ
」
（
古
事
記
、

　
オ
ホ
ナ
ム
ヂ
ノ
カ
ミ
が
火
に
囲
ま
れ
て
逃
げ
道
を
失
っ
て
い
る
と
、
鼠
が
出

て
き
て
教
え
た
、
「
内
は
ぽ
っ
か
り
、
外
は
き
ち
き
ち
」
と
。
そ
れ
で
内
に
向

か
う
と
穴
が
あ
り
そ
こ
に
入
っ
て
一
命
を
と
り
と
め
た
と
い
う
話
。
「
ほ
ら
ほ

ら
」
は
、
空
洞
に
な
っ
て
い
る
様
子
を
表
す
擬
態
語
。
「
す
ぶ
す
ぶ
」
は
、
狭

い
様
子
を
表
す
擬
態
語
。
こ
ん
な
ふ
う
に
日
常
会
話
語
を
使
っ
た
会
話
文
が
た

く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
作
品
が
残
さ
れ
て
い
た
ら
、
擬
音
語
・
擬
態
語
は
、
倍

増
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　
コ
覧
」
に
掲
載
さ
れ
た
擬
音
語
・
擬
態
語
は
、
当
時
の
人
々
が
日
常
会
話

で
使
っ
て
い
た
言
葉
が
、
氷
山
の
一
角
の
よ
う
に
、
後
世
の
わ
れ
わ
れ
の
前
に

残
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
『
万
葉
集
』
の
よ
う
な
歌
集
に
最
も
多
く
の
擬

音
語
・
擬
態
語
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
時
に
は
偏
り
の
あ
る
現
象
を
呈
し

て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
だ
が
、
馬
の
い
な
な
く
声
①
「
い
」
の
よ
う
に
、
『
万
葉
集
』
に
も
、
『
播
磨

国
風
土
記
』
に
も
見
ら
れ
る
語
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
『
万
葉
集
』
に
し

か
見
ら
れ
な
い
語
で
あ
っ
て
も
、
存
外
一
般
に
使
わ
れ
て
い
た
語
と
考
え
て
も

よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
現
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
平
安
時
代
に
継
承
さ
れ

た
擬
音
語
・
擬
態
語
の
う
ち
、
『
万
葉
集
』
に
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
語
の
多

く
が
平
安
時
代
の
散
文
作
品
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
『
万
葉
集
』
に

の
み
見
ら
れ
た
擬
音
語
・
擬
態
語
で
も
、
歌
集
特
有
の
も
の
で
あ
る
場
合
は
さ

ほ
ど
多
く
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
奈
良
時
代
に
一
般

的
に
使
わ
れ
て
い
た
語
を
『
万
葉
集
』
が
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
と
考
え
て
も
、

さ
ほ
ど
大
き
な
誤
り
を
犯
さ
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
奈
良
時
代
の
擬
音
語
・
擬
態
語
を
平
安
時
代
の
そ
れ
と
比
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較
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
か
。

五
　
平
安
時
代
の
擬
音
語
・
擬
態
語

　
平
安
時
代
の
擬
音
語
・
擬
態
語
は
、
同
時
代
成
立
の
二
十
七
作
品
と
辞
書
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

点
を
調
査
し
て
抽
出
し
た
。
調
査
に
使
っ
た
作
品
・
辞
書
は
以
下
に
示
す
と
お

り
で
あ
る
。
擬
音
語
・
擬
態
語
の
出
現
し
や
す
い
仮
名
文
や
漢
字
か
な
交
じ
り

文
で
書
か
れ
た
作
品
が
中
心
で
あ
る
。
平
安
時
代
に
作
ら
れ
た
辞
書
に
も
、
少

数
で
は
あ
る
が
、
擬
音
語
・
擬
態
語
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
調
査
資
料
に

含
め
て
お
い
た
。

　
●
調
査
し
た
平
安
時
代
の
作
品
…
『
竹
取
物
語
』
『
う
つ
ほ
物
語
』
『
落
窪
物

　
　
語
』
『
源
氏
物
語
』
『
狭
衣
物
語
』
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
『
堤
中
納
言
物
語
』

　
　
『
伊
勢
物
語
』
『
大
和
物
語
』
『
篁
物
語
』
『
平
中
物
語
』
『
土
佐
日
記
』
『
蜻

　
　
蛉
日
記
』
『
和
泉
式
部
日
記
』
『
紫
式
部
日
記
』
『
更
級
日
記
』
『
讃
岐
典
侍

　
　
日
記
』
『
枕
草
子
』
『
大
鏡
』
『
古
今
和
歌
集
』
『
後
撰
和
歌
集
』
『
拾
遺
和

　
　
歌
集
』
『
三
宝
絵
詞
』
『
今
昔
物
語
集
』
『
法
華
百
座
法
談
聞
書
抄
』
『
打
聞

　
　
集
』
『
古
本
説
話
集
』

　
・
調
査
し
た
平
安
時
代
の
辞
書
…
『
類
聚
名
義
抄
』
『
色
葉
字
類
抄
』

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
は
、
合
計
百
三
十
六
種
類
の
擬
音
語
・
擬
態
語
が

見
ら
れ
た
。
次
に
列
挙
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
は
奈
良
時
代
の
擬
音
語
・
擬
態
語
で
あ
る
の
で
、
平
安
時
代
の
そ
れ
は
、
語

例
だ
け
を
五
十
音
順
に
掲
げ
、
後
の
記
述
の
た
め
の
参
考
に
資
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

あ
ざ
あ
ざ
と
、
い
う
と
、
い
が
い
が
と
、
う
つ
ら
う
つ
ら
と
、
う
ら
う
ら

と
、
え
ぶ
え
ぶ
と
、
お
い
お
い
と
、
お
ぼ
お
ぼ
と
、
か
か
と
、
が
さ
と
、

が
は
が
は
と
、
か
ひ
よ
と
、
か
ら
か
ら
と
、
か
り
か
り
と
、
か
り
と
、
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ゃ
う
　

し
き
し
と
、
き
だ
き
だ
、
き
と
、
行
と
、
き
よ
き
よ
と
、
き
ら
き
ら
と
、

き
ら
と
、
き
ろ
き
う
と
、
く
く
と
、
く
た
く
た
と
、
く
だ
く
だ
と
、
く
つ

く
つ
と
、
く
る
く
る
と
、
く
れ
く
れ
と
、
け
ざ
け
ざ
と
、
こ
う
こ
う
と
、

こ
そ
こ
そ
と
、
ご
そ
ご
そ
と
、
こ
そ
ろ
と
、
ご
ほ
ご
ほ
と
、
こ
ほ
ろ
と
、

さ
さ
と
、
さ
だ
さ
だ
と
、
さ
と
、
さ
は
さ
は
、
ざ
ぶ
ざ
ぶ
と
、
ざ
ぶ
り
ざ

ぶ
り
と
、
さ
め
ざ
め
と
、
さ
や
さ
や
と
、
さ
ら
さ
ら
と
、
し
う
し
う
、
し

か
し
か
と
、
し
し
と
、
し
づ
し
つ
と
、
し
と
と
、
し
と
ど
に
、
し
ど
ろ
も

ど
ろ
に
、
し
ほ
し
ほ
と
、
し
め
じ
め
と
、
す
が
す
が
と
、
す
く
す
く
と
、

そ
よ
そ
よ
と
、
そ
よ
と
、
そ
よ
り
そ
よ
り
と
、
そ
よ
う
と
、
た
が
た
が
、

た
そ
た
そ
と
、
た
は
た
は
、
た
わ
わ
に
、
た
を
た
を
と
、
ち
う
と
、
ち
ち

よ
ち
ち
よ
と
、
ち
よ
ち
よ
と
、
つ
だ
つ
だ
と
（
に
）
、
つ
づ
り
さ
せ
、
つ
と
、

つ
ふ
つ
ふ
と
、
つ
ぶ
つ
ぶ
と
、
つ
ふ
と
、
つ
ぶ
り
と
、
つ
や
つ
や
と
、
つ

ら
つ
ら
と
、
ど
う
と
、
と
ど
ろ
と
ど
ろ
と
、
と
ど
ろ
に
、
と
を
を
に
、
な

よ
な
よ
と
、
に
こ
こ
に
、
に
ふ
ぶ
に
、
ね
う
ね
う
と
、
の
ど
の
ど
と
、
は

く
と
、
は
く
り
と
、
は
た
と
、
は
た
は
た
と
、
は
た
り
は
た
り
と
、
は
ら

は
ら
と
、
ひ
し
と
、
ひ
し
ひ
し
と
、
ひ
た
と
、
ひ
た
ひ
た
と
、
び
ち
び
ち

と
、
ひ
と
く
ひ
と
く
と
、
び
よ
と
、
ひ
よ
ひ
よ
と
、
ひ
ら
ひ
ら
と
、
ふ
さ

ふ
さ
と
、
ふ
た
と
、
ふ
た
ふ
た
と
、
ふ
つ
と
、
ふ
つ
ふ
つ
と
、
ふ
つ
り
と
、

ふ
と
、
ぶ
ぶ
と
、
ふ
り
ふ
り
と
、
ほ
う
と
、
ほ
う
ほ
う
と
、
ほ
が
ら
ほ
が

ら
と
、
ほ
と
と
、
ほ
と
ほ
と
と
、
ほ
の
ぼ
の
と
、
ほ
ほ
と
、
ほ
ろ
ほ
ろ
と
、
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ほ
ろ
う
と
、
み
し
み
し
と
、
む
く
む
く
と
、
む
む
と
、
め
ら
め
ら
と
、
や

ち
よ
と
、
や
は
や
は
と
、
や
れ
や
れ
と
、
ゆ
く
ゆ
く
と
、
ゆ
さ
ゆ
さ
と
、

ゆ
た
の
た
ゆ
た
に
、
ゆ
ぶ
ゆ
ぶ
と
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
、
ゆ
る
ゆ
る
と
、
よ
い

そ
よ
い
そ
と
、
よ
よ
と
（
に
）
、
よ
う
と
、
わ
な
わ
な
と
。

　
先
に
掲
載
し
た
奈
良
時
代
の
六
十
五
種
類
の
擬
音
語
・
擬
態
語
は
、
平
安
時

代
の
百
三
十
六
種
類
の
擬
音
語
・
擬
態
語
に
ど
の
程
度
一
致
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
一
致
し
て
い
る
語
は
、
平
安
時
代
ま
で
継
承
さ
れ
た
語
で
あ
る
。
一
致

し
な
い
語
は
、
平
安
時
代
に
は
別
の
語
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
か
、
あ
る
い
は
、

奈
良
時
代
だ
け
に
使
わ
れ
た
可
能
性
の
高
い
語
で
あ
る
。
最
後
の
奈
良
時
代
だ

け
に
存
在
し
て
い
た
擬
音
語
・
擬
態
語
こ
そ
奈
良
時
代
ら
し
さ
を
現
わ
す
で
あ

ろ
う
重
要
な
語
彙
で
あ
る
。

六
　
平
安
時
代
ま
で
は
残
っ
た
語

　
奈
良
時
代
の
擬
音
語
・
擬
態
語
が
、
平
安
時
代
の
そ
れ
と
ど
の
程
度
一
致
し

て
い
る
の
か
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
と
、
た
だ
ち
に
問
題
に
ぶ
つ
か
る
。
語
形

そ
の
も
の
は
同
じ
な
の
だ
け
れ
ど
、
意
味
が
全
く
異
な
る
擬
音
語
・
擬
態
語
が

出
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
奈
良
時
代
の
④
「
か
か
」
、
⑧
「
く
れ
く
れ
」
、
⑳
「
つ

ら
つ
ら
」
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
⑧
「
く
れ
く
れ
」
は
、
奈
良
時
代
で
は
、
次
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
。

つ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
が
て

常
知
ら
ぬ
　
道
の
長
手
を
　
く
れ
く
れ
と

し
に
　
（
万
葉
集
、
八
八
八
）

　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
か
り
て

い
か
に
か
行
か
む
　
糧
は
な

　
「
行
き
馴
れ
な
い
遠
い
旅
路
を
、
と
ぼ
と
ぼ
と
ど
の
よ
う
に
し
て
行
け
ば
い

い
の
か
、
食
糧
も
な
く
て
」
と
い
っ
た
意
味
。
「
く
れ
く
れ
」
は
、
暗
い
気
持

ち
で
う
な
だ
れ
て
い
る
様
子
を
表
す
。
と
こ
ろ
が
、
平
安
時
代
の
「
く
れ
く
れ
」

　
　
か
ご

は
、
籠
に
縄
を
結
わ
え
付
け
て
そ
れ
を
手
際
よ
く
下
に
お
ろ
す
様
子
に
用
い
ら

れ
て
い
る
。
現
在
な
ら
「
く
る
く
る
」
が
し
っ
く
り
し
そ
う
な
意
味
な
の
で
あ

る
。
両
時
代
の
「
く
れ
く
れ
」
は
、
意
味
が
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
同
一
語
と

認
定
す
る
の
は
難
し
い
。

　
そ
の
他
、
④
「
か
か
」
は
、
奈
良
時
代
で
は
鷲
の
鳴
き
声
で
あ
る
の
に
対
し
、

平
安
時
代
の
「
か
か
」
は
、
カ
ラ
ス
の
鳴
き
声
で
あ
り
、
意
味
が
異
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
奈
良
時
代
の
⑳
「
つ
ら
つ
ら
」
は
、
熟
視
す
る
様
子
を
表
す
。
現

代
語
で
言
え
ば
「
じ
っ
く
り
」
「
し
み
じ
み
」
に
該
当
し
そ
う
な
意
味
で
あ
る
。

一
方
、
平
安
時
代
の
「
つ
ら
つ
ら
」
は
、
血
が
滴
り
落
ち
る
様
子
や
長
々
と
愚

痴
を
こ
ぼ
す
様
子
を
意
味
す
る
。
現
代
語
で
言
え
ば
「
た
ら
た
ら
」
が
し
っ
く

り
す
る
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
両
時
代
の
「
つ
ら
つ
ら
」
は
意
味
上
、
共
通
性

が
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
ん
な
ふ
う
に
奈
良
時
代
の
擬
音
語
・
擬
態
語
と
同
じ
語
形
が
平
安
時
代
に

見
ら
れ
て
も
、
意
味
が
全
く
異
な
り
、
共
通
性
が
見
出
せ
な
い
場
合
は
、
継
承

さ
れ
た
語
と
は
認
め
ら
れ
ま
い
。
逆
に
、
語
形
が
少
々
異
な
っ
て
も
、
意
味
が

共
通
し
、
語
誌
が
辿
れ
る
場
合
は
、
継
承
さ
れ
た
と
み
な
し
て
も
よ
か
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
奈
良
時
代
の
⑦
「
く
る
る
」
、
⑳
「
し
ほ
ほ
」
、
⑱
「
は
ら
ら
」
な
ど
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は
、
平
安
時
代
に
な
る
と
、
「
く
る
く
る
」
「
し
ほ
し
ほ
」
「
は
ら
は
ら
」
と
い

う
形
に
変
化
す
る
。
語
形
は
少
し
変
わ
る
が
、
意
味
は
一
貫
し
て
お
り
、
語
誌

が
辿
れ
る
。
こ
う
い
う
場
合
は
、
継
承
さ
れ
た
と
み
な
す
こ
と
に
す
る
。
こ
う

し
た
基
準
で
、
平
安
時
代
に
継
承
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
語
を
探
し
出
す
こ
と

に
す
る
。
一
体
、
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

　
次
の
二
十
五
種
類
の
奈
良
時
代
語
が
平
安
時
代
語
に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
み

ら
れ
る
。

①
「
い
」
、
②
「
う
つ
ら
う
つ
ら
」
、
③
「
う
ら
う
ら
」
、
⑦
「
く
る
る
し
、
⑫

「
こ
む
」
、
⑭
「
こ
を
ろ
こ
を
ろ
」
、
⑯
「
さ
や
」
、
⑰
「
さ
や
さ
や
」
、
⑱
「
さ

ら
さ
ら
」
、
⑲
「
さ
わ
さ
わ
」
、
⑳
「
し
ほ
ほ
」
、
⑳
「
す
く
す
く
」
、
⑳
「
そ
よ
」
、

⑫
「
た
ゆ
た
」
、
⑮
「
た
わ
た
わ
」
、
⑫
「
と
ど
ろ
」
、
⑬
「
と
を
を
と
を
を
」
、

⑭
「
と
を
を
」
、
⑮
「
に
ふ
ぶ
」
、
⑱
「
は
ら
ら
」
、
⑲
「
ひ
し
」
、
⑫
「
ぶ
」
、
⑱

「
ふ
つ
」
、
⑳
「
ゆ
く
ゆ
く
」
、
・
⑫
「
ゆ
た
」
。

　
奈
良
時
代
の
擬
音
語
・
擬
態
語
は
、
六
十
五
種
類
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
四

割
近
く
が
平
安
時
代
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
。
こ
の
う
ち
、
『
万
葉
集
』

に
だ
け
見
ら
れ
た
語
は
、
「
う
つ
ら
う
つ
ら
」
「
う
ら
う
ら
」
「
こ
む
」
「
さ
や
」

「
さ
ら
さ
ら
」
「
し
ほ
ほ
」
「
そ
よ
」
「
た
ゆ
た
」
「
た
わ
た
わ
」
「
と
ど
ろ
」
「
と

を
を
」
「
に
ふ
ぶ
」
「
は
ら
ら
」
「
ひ
し
」
「
ぶ
」
「
ゆ
く
ゆ
く
と
」
「
ゆ
た
」
の
十

七
種
類
の
語
。
十
七
語
の
う
ち
、
平
安
時
代
の
歌
集
『
古
今
和
歌
集
』
『
後
撰

和
歌
集
』
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
だ
け
継
承
さ
れ
て
い
る
語
は
「
と
ど
ろ
」
「
た
ゆ

た
」
「
ゆ
た
」
の
三
語
の
み
で
あ
る
。
あ
と
の
十
四
語
は
、
平
安
時
代
の
散
文

作
品
に
も
見
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
『
万
葉
集
』
の
擬
音
語
・
擬
態
語

が
か
な
り
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
を
吸
収
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
ろ
う
。

　
さ
て
、
平
安
時
代
に
継
承
さ
れ
た
二
十
五
種
類
の
擬
音
語
・
擬
態
語
は
、
そ

の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
？
　
一
つ
は
、
平
安
時
代
ま
で
は
継
承
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
廃
れ
て
し
ま
い
、
現
代
に
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
場
合
。
二
つ
は
、
平
安
時

代
の
み
な
ら
ず
、
現
代
語
に
ま
で
継
承
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。

　
一
つ
目
の
場
合
に
は
、
次
の
九
語
が
該
当
す
る
。

②
「
う
つ
ら
う
つ
ら
」
、
⑳
「
し
ほ
ほ
」
、
⑫
「
た
ゆ
た
」
、
⑫
「
と
ど
ろ
」
、
⑬

「
と
を
を
と
を
を
」
、
⑳
）
「
と
を
を
」
、
⑮
「
に
ふ
ぶ
」
、
⑳
「
ゆ
く
ゆ
く
」
、
⑫

「
ゆ
た
」
。

　
②
「
う
つ
ら
う
つ
ら
」
に
つ
い
て
は
、
現
代
に
も
「
う
つ
ら
う
つ
ら
と
し
て

し
ま
い
、
見
た
か
っ
た
テ
レ
ビ
番
組
を
見
損
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
と
使
う

で
は
な
い
か
と
不
審
に
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
の
「
う
つ
ら

う
つ
ら
」
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
「
う
つ
ら
う
つ
ら
」
と
は
、
全
く
意
味
が

異
な
っ
て
い
る
。

な
で
し
こ
が
　
花
取
り
持
ち
て
　
う
つ
ら
う
つ
ら

君
に
も
あ
る
か
も
　
（
万
葉
集
、
四
四
四
九
）

　
　
　
　
ほ

見
ま
く
の
欲
し
き

「
な
で
し
こ
の
花
を
手
に
取
っ
て
見
る
よ
う
に
、
目
の
前
で
は
っ
き
り
お
目
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に
か
か
り
た
い
あ
な
た
で
す
よ
」
と
い
っ
た
意
味
。
奈
良
時
代
の
「
う
つ
ら
う

つ
ら
」
は
、
鮮
明
に
見
え
る
様
子
を
表
す
。
現
代
語
の
「
は
っ
き
り
」
と
い
う

語
が
ぴ
っ
た
り
す
る
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。

　
平
安
時
代
の
初
め
に
出
来
た
『
土
佐
日
記
』
に
も
、
「
う
つ
ら
う
つ
ら
」
が

出
現
す
る
。
「
目
も
う
つ
ら
う
つ
ら
、
鏡
に
神
の
心
を
こ
そ
は
見
つ
れ
」
（
承
平

五
年
二
月
五
日
）
の
よ
う
に
。
鏡
を
海
に
沈
め
る
と
、
荒
れ
狂
っ
て
い
た
海
が

う
そ
の
よ
う
に
凪
い
だ
。
そ
れ
を
見
て
、
『
土
佐
日
記
』
の
作
者
は
「
海
神
の

欲
張
り
な
本
心
を
目
の
当
た
り
に
し
て
し
ま
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
「
う
つ
ら
う
つ
ら
」
は
、
目
に
は
っ
き
り
と
見
え
る
様
子
を
意
味
す
る
。

奈
良
時
代
の
「
う
つ
ら
う
つ
ら
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
か
ら
、
平
安
時
代
ま
で

は
確
実
に
系
譜
が
辿
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
平
安
時
代
も
末
期
に
な
る
と
、
も
は

や
「
う
つ
ら
う
つ
ら
」
の
意
味
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
頃
成
立
し

た
『
袖
中
抄
』
で
は
、
「
う
つ
ら
う
つ
ら
」
を
「
つ
ら
つ
ら
」
と
同
じ
か
、
な

ど
と
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
平
安
時
代
で
命
の
尽
き
て
し
ま
っ
た
擬
態
語

と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
、
意
識
の
お
ぼ
ろ
げ
な
様
子
を
意
味
す
る

「
う
つ
ら
う
つ
ら
」
は
、
後
の
時
代
に
発
生
し
た
別
語
と
考
え
る
の
が
自
然
で

あ
る
。

　
も
う
一
例
あ
げ
て
み
よ
う
。
⑳
「
ゆ
く
ゆ
く
」
と
い
う
擬
態
語
は
、
次
の
よ

う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

に
　
ふ

丹
生
の
川
　
瀬
は
渡
ら
ず
て
　
ゆ
く
ゆ
く
と

　
こ

ひ
来
ね
　
（
万
葉
集
、
一
三
〇
）

こ
ひ
い
た
　
　
わ
　
　
　
せ
　
　
　
　
　
か
よ

恋
痛
し
我
が
背
　
い
で
通

　
長
皇
子
が
弟
に
送
っ
た
歌
で
あ
る
。
「
丹
生
の
川
の
瀬
は
渡
ら
な
い
で
、
ず

ん
ず
ん
と
通
っ
て
き
て
お
く
れ
、
恋
し
く
て
な
ら
な
い
弟
よ
」
と
い
っ
た
意
味
。

平
安
時
代
の
「
ゆ
く
ゆ
く
」
も
勢
い
良
く
進
ん
で
行
く
様
子
を
表
し
、
継
承
さ

れ
て
い
る
。
だ
が
、
現
在
に
は
存
在
し
な
い
の
で
、
後
に
廃
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
他
の
語
も
同
様
で
あ
る
。

七
　
現
代
ま
で
生
き
延
び
た
語

　
二
つ
目
の
場
合
に
は
、
ど
ん
な
語
が
あ
る
の
か
。
平
安
時
代
の
み
な
ら
ず
、

現
代
ま
で
生
き
延
び
た
語
で
あ
る
。
次
に
示
す
よ
う
な
、
残
り
の
十
六
種
類
の

語
で
あ
る
。

①
「
い
」
、
③
「
う
ら
う
ら
」
、
⑦
「
く
る
る
」
、
⑫
「
こ
む
」
、
⑭
「
こ
を
ろ
こ

を
ろ
」
、
⑯
「
さ
や
」
、
⑰
「
さ
や
さ
や
」
、
⑱
「
さ
ら
さ
ら
」
、
⑲
「
さ
わ
さ
わ
」
、

⑳
「
す
く
す
く
」
、
⑳
「
そ
よ
」
、
⑳
「
た
わ
た
わ
」
、
⑱
「
は
ら
ら
」
、
⑲
「
ひ

し
」
、
⑫
「
ぶ
」
、
⑲
「
ふ
つ
」
。

馬
の
声
①
「
い
」
と
、
蜂
の
羽
音
⑫
「
ぶ
」
は
、
次
の
歌
に
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
こ
　
　
　
　
ま
よ
ご
も

た
ら
ち
ね
の
　
母
が
飼
ふ
蚕
の
　
繭
隠
り

ぷ
　

せ
　
く
も
あ
る
か
　

い
も

蜂
音
石
花
蜘
蠣
荒
鹿
）
　
妹
に
逢
は
ず
し
て

い
ぶ
せ
く
も
あ
る
か
（
馬
声

（
万
葉
集
、
二
九
九
一
）

「
母
が
飼
っ
て
い
る
蚕
が
繭
こ
も
り
す
る
よ
う
に
、
あ
あ
心
が
晴
れ
な
い
、
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あ
の
娘
に
逢
わ
ず
に
い
る
か
ら
」
と
い
っ
た
意
味
。
「
い
ぶ
せ
し
」
と
い
う
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

の
「
い
」
と
「
ぶ
」
を
表
す
た
め
に
使
わ
れ
た
「
馬
声
」
と
「
蜂
音
」
で
あ
る
。

当
時
は
、
馬
の
鳴
き
声
を
「
い
」
と
聞
き
、
蜂
の
羽
音
を
「
ぶ
」
と
聞
い
て
い

た
か
ら
成
り
立
つ
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
む
表
記
法
。
「
戯
書
」
と
も
言
わ
れ
る
。

　
①
「
い
」
は
、
当
時
の
馬
の
鳴
き
声
で
あ
る
が
、
実
は
「
ん
」
の
音
を
表
記

す
る
方
法
が
な
い
か
ら
記
し
て
い
な
い
だ
け
で
、
実
際
の
発
音
は
ロ
づ
］
で
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
る
。
平
安
時
代
で
は
、
馬
の
鳴
き
声
を
「
い
う
」
と
書
い
て
い

る
。
前
に
列
挙
し
た
平
安
時
代
の
擬
音
語
・
擬
態
語
の
二
番
目
に
あ
る
「
い
う

と
」
が
馬
の
声
で
あ
る
。
平
安
時
代
も
末
期
に
至
る
ま
で
「
ん
」
音
の
表
記
法

が
確
定
し
て
お
ら
ず
、
「
う
」
の
文
字
で
表
わ
す
こ
と
も
あ
る
。
「
い
う
」
の
表

記
も
、
実
際
の
発
音
は
ロ
邑
で
あ
っ
た
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

平
安
時
代
に
は
確
実
に
奈
良
時
代
の
馬
の
い
な
な
き
は
継
承
さ
れ
て
い
る
。
の

み
な
ら
ず
、
現
在
の
馬
の
声
「
ひ
ん
」
に
連
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
も
よ
か
ろ

う
。
　
口
嵩
］
か
ら
［
三
邑
へ
の
変
化
は
あ
ま
り
大
き
く
は
な
く
、
一
つ
な
が
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

の
系
譜
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
蜂
の
羽
音
⑫
「
ぶ
」
も
、
平
安
時
代
の
列
挙
し
た
語
の
「
ぶ
ぶ
」
と
い
う
蜂

の
羽
音
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
現
在
で
も
蜂
の
羽
音

は
「
ぶ
ん
ぶ
ん
」
で
あ
り
、
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
と
見
て
も
よ
い
。

　
⑫
「
こ
む
」
と
い
う
奈
良
時
代
の
狐
の
声
も
、
平
安
時
代
の
狐
の
声
「
こ
う
こ

う
」
に
連
な
る
の
み
な
ら
ず
、
現
在
の
「
こ
ん
こ
ん
」
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　
　
な
べ
　
　
　
　
　
　
わ

さ
す
鍋
に
　
湯
沸
か
せ
子
ど
も

さ
む
　
（
万
葉
集
、
三
八
二
四
）

い
ち
ひ
つ
　
　
　
　
ひ
ば
し
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
き
つ
ね
　
　
あ

櫟
津
の
　
檜
橋
よ
り
来
む
　
狐
に
浴
む

　
「
注
ぎ
口
の
あ
る
鍋
に
湯
を
沸
か
せ
、
皆
の
も
の
よ
、
櫟
津
の
檜
橋
か
ら
コ

ン
と
鳴
い
て
や
っ
て
く
る
狐
に
浴
び
せ
て
や
ろ
う
」
と
言
っ
た
意
味
。
ち
ょ
っ

と
残
酷
に
見
え
る
歌
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
残
酷
さ

が
ぐ
っ
と
薄
ら
ぐ
。
宴
会
を
し
て
い
る
と
、
狐
の
声
が
し
た
。
そ
こ
で
、
目
の

前
に
あ
る
鍋
、
狐
の
声
、
河
の
橋
な
ど
を
関
連
さ
せ
た
歌
を
作
れ
と
言
わ
れ
て
、

作
っ
た
歌
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
奈
良
時
代
は
「
ん
」
の

音
の
表
記
が
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
た
め
に
「
む
」
で
記
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
実
際
の
発
音
は
冥
o
ヨ
仁
］
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
［
評
o
日
］
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
平
安
時
代
の
狐
の
声
「
こ
う
こ
う
」
も
、
実
際
の
発
音
は

現
代
の
「
こ
ん
こ
ん
」
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
狐
声
に
直
接
連
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

い
く
よ
う
な
言
葉
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
⑰
「
さ
や
さ
や
」
は
、
奈
良
時
代
で
は
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ほ
む
た

誉
田
の

す
ゑ
ふ

末
振
ゆ

ひ
　
　
　
み
　
こ
　
　
お
ほ
さ
ざ
き

日
の
御
子
　
大
雀
　
大
雀

ふ
ゆ
き
　
　
　
　
す
か
ら
　
　
し
た
き

冬
木
の
　
素
幹
が
下
木
の
　
さ
や
さ
や

は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
ち
　
　
　
も
と
つ
る

侃
か
せ
る
　
太
刀
　
本
吊
ぎ

　
　
　
　
（
古
事
記
、
中
巻
）

　
「
誉
田
の
日
の
御
子
の
腰
に
つ
け
て
い
る
太
刀
は
、
本
の
方
は
紐
で
腰
に
吊

り
下
が
っ
て
い
て
、
先
の
方
は
揺
れ
て
い
る
。
冬
木
の
葉
が
落
ち
た
幹
の
下
に

生
え
て
い
る
潅
木
の
よ
う
に
、
さ
や
さ
や
と
音
を
立
て
て
揺
れ
て
い
る
」
と
い
っ

た
意
味
。
枝
が
こ
す
れ
合
っ
て
出
す
さ
わ
や
か
な
音
で
あ
る
。
平
安
時
代
の

「
さ
や
さ
や
」
も
、
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
さ
ら
に
現
在
の

「
さ
や
さ
や
」
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　
⑳
「
す
く
す
く
」
は
、
奈
良
時
代
で
は
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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ぢ

さ
さ
な
み
道
を
　
す
く
す
く
と
　
我
が
い
ま
せ
ば
や

　
　
　
を
と
め

は
し
し
嬢
子
　
（
古
事
記
、
中
巻
）

こ
は
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

木
幡
の
道
に
　
遇

　
「
さ
さ
な
み
道
を
ず
ん
ず
ん
私
が
歩
い
て
ゆ
く
と
、
木
幡
の
道
で
偶
然
出
会
っ

た
乙
女
」
と
い
う
意
味
。
こ
の
乙
女
と
出
会
っ
て
応
神
天
皇
は
彼
女
と
結
婚
す

る
。
「
す
く
す
く
」
は
勢
い
よ
く
進
ん
で
い
く
様
子
。
平
安
時
代
の
「
す
く
す

く
」
も
、
勢
い
よ
く
成
長
す
る
様
子
を
表
し
、
共
通
し
た
意
味
を
備
え
て
い
る
。

そ
れ
は
、
現
代
の
「
す
く
す
く
」
の
系
譜
に
連
な
る
。

　
ま
た
、
⑬
「
ふ
つ
」
は
、
次
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
い
た
　
　
こ
ろ
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
　
　
い
　
た
　
く
　
　
さ
と
　
　
い
　
　
　
　
ふ
つ
　
　
き

こ
の
時
、
痛
く
殺
す
と
言
へ
る
は
、
今
、
伊
多
久
の
郷
と
謂
ひ
、
臨
に
斬

　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
　
　
ふ
　
つ
　
な
　
　
む
ら
　
　
い

る
と
言
へ
る
は
、
今
、
布
都
奈
の
村
と
謂
ひ
、
　
（
常
陸
国
風
土
記
、
行
方

の
郡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
つ
　
な

　
常
陸
国
の
行
方
郡
に
あ
る
地
名
由
来
を
語
っ
て
い
る
箇
所
。
「
布
都
奈
」
は
、

た
け
か
し
ま
　
　
み
こ
と

建
借
間
の
命
が
賊
軍
を
刀
剣
で
「
ふ
つ
に
」
斬
っ
た
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ

た
地
名
。
「
ふ
つ
」
は
、
刀
剣
で
勢
い
よ
く
切
り
下
ろ
す
時
の
音
も
し
く
は
様

子
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
「
ふ
つ
」
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
代
語
の

「
ふ
っ
つ
り
」
「
ぷ
っ
つ
り
」
は
、
こ
の
系
統
の
語
で
あ
る
。

　
最
後
に
も
う
一
例
。
⑲
「
ひ
し
」
は
、
次
の
歌
に
見
ら
れ
る
。

あ
か
ね
さ
す
　
昼
は
し
み
ら
に
　
ぬ
ば
た
ま
の
　
夜
は
す
が
ら
に
　
こ
の

と
こ床

の
　
ひ
し
と
鳴
る
ま
で
　
嘆
き
つ
る
か
も
　
（
万
葉
集
、
三
二
七
〇
）

　
激
し
く
恋
し
、
嫉
妬
心
に
駆
ら
れ
て
嘆
く
女
心
を
詠
ん
だ
長
歌
の
一
部
。

「
昼
も
ず
っ
と
、
夜
も
ず
っ
と
恋
い
焦
が
れ
、
こ
の
床
が
ぴ
し
っ
と
な
る
ほ
ど

た
め
息
を
つ
い
た
こ
と
だ
よ
」
と
い
っ
た
意
味
。
「
ひ
し
」
は
、
床
の
鳴
る
音

で
、
平
安
時
代
の
列
挙
し
た
語
の
「
ひ
し
ひ
し
」
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
現
在
の
「
ぴ
し
っ
」
と
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

　
残
り
の
九
種
類
の
語
も
同
じ
よ
う
に
し
て
、
平
安
時
代
の
み
な
ら
ず
、
現
代

に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
命
の
長
い
語
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
表
さ
れ
て
い
る

声
や
音
や
様
子
は
、
何
時
の
時
代
に
も
存
在
す
る
普
遍
的
な
性
格
を
持
っ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
擬
音
語
・
擬
態
語
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
合
計
十

六
種
類
。
奈
良
時
代
に
は
六
十
五
種
類
の
擬
音
語
・
擬
態
語
が
見
ら
れ
た
わ
け

だ
か
ら
、
そ
の
残
存
率
は
、
約
二
十
五
％
。
つ
ま
り
、
奈
良
時
代
の
擬
音
語
・

擬
態
語
の
二
割
五
分
は
、
一
三
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
生
き
抜
い
て
き
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
私
は
、
か
つ
て
感
覚
語
彙
（
陪
い
た
い
・
だ
る
い
・
ね
む
い
な
ど
の
感
覚
を

表
す
語
彙
）
や
感
情
語
彙
（
1
1
う
れ
し
い
・
か
な
し
い
・
さ
び
し
い
な
ど
の
感

情
を
表
す
語
彙
）
に
つ
い
て
、
奈
良
時
代
語
の
現
代
語
へ
の
残
存
率
を
調
査
し

　
　
　
　
　
　
う
　

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
奈
良
時
代
の
感
覚
語
彙
は
約
七
十
六
％
が

現
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
お
り
、
残
存
率
は
き
わ
め
て
高
か
っ
た
。
変
化
し
に
く

い
の
で
あ
る
。
一
方
、
感
情
語
彙
の
方
は
、
奈
良
時
代
の
そ
れ
が
現
在
に
ま
で

継
承
さ
れ
て
い
る
比
率
は
、
四
十
九
％
で
あ
っ
た
。
感
覚
語
彙
よ
り
は
変
化
し

や
す
い
語
彙
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
、
擬
音
語
・
擬
態
語
は
、
二
十

五
％
で
あ
る
か
ら
、
残
存
率
は
確
か
に
少
な
い
。
し
か
し
、
生
ま
れ
て
は
す
ぐ

消
え
る
と
言
わ
れ
る
擬
音
語
・
擬
態
語
な
の
に
、
長
寿
の
語
が
存
在
す
る
こ
と



　
　
は
記
憶
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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八
　
奈
良
時
代
特
有
の
擬
音
語
・
擬
態
語
の
特
色

　
で
は
、
平
安
時
代
に
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
擬
音
語
・
擬
態
語
に
注
目
し
て
み

よ
う
。
ど
ん
な
性
質
を
持
っ
た
語
な
の
か
？

　
次
に
例
示
す
る
よ
う
な
平
安
時
代
で
は
別
の
言
い
方
を
す
る
と
い
う
場
合
を

除
く
。
た
と
え
ば
、
鹿
の
声
。
奈
良
時
代
で
は
、
次
の
よ
う
に
⑪
「
ひ
ひ
」
と

聞
い
て
い
る
。

ひ
と
つ
の
し
か
　
　
　
を
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

一
鹿
こ
の
丘
に
走
り
登
り
て
鳴
く
。
そ
の
声
ひ
ひ
と
い
ひ
き
。
故
れ
、

ひ
を
か
　
　
な
つ

日
岡
と
号
く
。
　
（
播
磨
国
風
土
記
、
賀
古
の
郡
）

　
日
岡
と
い
う
地
名
は
鹿
が
「
ひ
ひ
」
と
鳴
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ

た
と
い
う
地
名
由
来
を
説
い
た
箇
所
。
鹿
の
鳴
き
声
は
「
ひ
ひ
」
。
平
安
時
代

に
な
る
と
、
鹿
の
声
と
し
て
「
ひ
ひ
」
の
語
は
見
ら
れ
ず
、
「
か
ひ
よ
」
と
写

し
た
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
、
平
安
時
代
で
は
別
の
語
で
表
す
と

い
う
場
合
は
除
き
、
こ
こ
で
は
、
奈
良
時
代
だ
け
に
見
ら
れ
る
擬
音
語
・
擬
態

語
に
注
目
す
る
。
す
る
と
、
以
下
に
述
べ
て
い
く
よ
う
な
奈
良
時
代
の
三
つ
の

顕
著
な
特
色
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

一
、
野
外
で
聞
く
動
物
の
声

ま
ず
第
一
に
、
野
外
で
聞
く
動
物
の
声
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
ホ
ト
ト
ギ

ス
の
声
や
カ
エ
ル
の
声
や
サ
ル
の
声
な
ど
、
大
自
然
の
中
で
耳
に
し
た
も
の
を

写
し
取
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
⑳
「
と
き
す
ぎ
に
け
り
」
。
こ
れ
は
、
ホ
ト
ト

ギ
ス
の
鳴
き
声
「
オ
ッ
キ
ョ
、
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
キ
ョ
」
な
ど
と
写
せ
る
声

を
「
と
き
す
ぎ
に
け
り
」
と
聞
き
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
聞
き
な
し
」
と
い

う
の
は
、
私
た
ち
が
普
段
使
っ
て
い
る
言
葉
に
当
て
は
め
て
、
動
物
た
ち
の
声

を
写
す
場
合
で
あ
る
。
掛
詞
に
な
っ
た
擬
音
語
と
考
え
れ
ば
、
理
解
し
や
す
い
。

た
と
え
ば
、
「
ほ
ー
ほ
け
き
ょ
i
」
と
い
う
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
を
「
法
・
法

華
経
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
に
聞
く
と
い
っ
た
場
合
を
さ
す
。
奈
良
時
代
の
ホ

ト
ト
ギ
ス
の
声
は
、
次
の
歌
に
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
す
　
が

信
濃
な
る
　
須
我
の
荒
野
に
　
ほ
と
と
ぎ
す

に
け
り
　
（
万
葉
集
、
三
三
五
二
）

鳴
く
声
聞
け
ば
　
時
す
ぎ

　
「
信
濃
の
須
我
の
荒
れ
野
で
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
く
声
を
き
く
と
、
『
と
き
す

ぎ
に
け
り
』
と
言
っ
て
る
な
あ
」
と
い
っ
た
意
味
の
歌
。
「
と
き
す
ぎ
に
け
り
」

が
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
を
う
つ
し
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
、
長
い
間
気
付

か
れ
な
か
っ
た
。
単
に
「
あ
あ
、
時
機
が
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
な
あ
」
と
い
う
作

者
の
感
動
を
表
す
言
葉
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
何
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
か
が
問
題
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
の
説
が
出
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

　
と
こ
ろ
が
、
後
藤
利
雄
「
東
歌
を
見
直
す
」
が
、
「
と
き
す
ぎ
に
け
り
」
は
、

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
を
う
つ
し
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
確
か
に

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
は
「
と
ッ
き
す
ぎ
に
け
り
」
と
し
て
み
る
と
、
実
際
の
鳴
き
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声
の
リ
ズ
ム
と
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
、
そ
う
聞
こ
え
る
。
現
代
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
の

声
の
聞
き
な
し
は
、
「
て
っ
ぺ
ん
か
け
た
か
」
「
と
っ
き
ょ
き
ょ
か
き
ょ
く
」
が

有
名
だ
が
、
力
行
音
と
タ
行
音
を
基
調
に
し
て
い
る
。
「
と
き
す
ぎ
に
け
り
」

も
、
カ
（
ガ
）
行
音
と
夕
行
音
を
基
調
に
し
て
お
り
、
共
通
し
て
い
る
。
ホ
ト

ト
ギ
ス
の
声
を
写
し
た
言
葉
で
あ
る
と
い
う
説
は
、
間
違
い
あ
る
ま
い
。
こ
こ

で
、
注
目
し
た
い
の
は
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
を
聞
い
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
作

者
は
信
濃
の
須
我
の
荒
野
で
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
を
耳
に
し
て
い
る
。
大
自
然
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

中
に
身
を
置
い
て
い
る
と
き
に
聞
こ
え
た
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
で
あ
る
。

　
カ
エ
ル
の
声
⑤
「
か
く
し
も
が
も
」
は
、
次
の
歌
に
み
ら
れ
る
。
カ
エ
ル
の

こ
と
は
、
歌
の
世
界
で
は
「
か
は
つ
」
と
い
う
。

づ我わ
かが
　たも畳葦

み
へ
　
か
は
ら
　

い
そ
う
ら

三
重
の
川
原
の
　
磯
の
裏
に

（
万
葉
集
、
一
七
三
五
）

か
く
し
も
が
も
と
　
鳴
く
か
は

　
「
三
重
の
川
原
の
岩
陰
で
、
『
こ
う
し
た
状
態
で
ず
っ
と
い
た
い
』
と
鳴
く
カ

エ
ル
で
あ
る
よ
」
と
い
う
意
味
。
「
か
く
し
も
が
も
」
は
、
カ
エ
ル
に
感
情
移

入
し
た
作
者
の
心
情
表
現
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
カ
エ

ル
の
鳴
き
声
を
そ
う
聞
き
な
し
た
言
葉
と
と
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
わ
れ

わ
れ
の
知
っ
て
い
る
カ
エ
ル
の
声
は
、
ど
れ
も
お
世
辞
に
も
美
声
と
は
言
い
が

た
い
が
、
調
べ
て
み
る
と
、
「
こ
う
し
た
状
態
で
ず
っ
と
い
た
い
」
と
思
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
よ
う
な
美
声
の
カ
エ
ル
が
い
る
。
そ
れ
は
、
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
。
そ
の
声
は
、

他
の
カ
エ
ル
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
澄
ん
だ
声
で
あ
る
。
現
在
、
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
て
清
流
に
し
か
生
息
し
な
い
が
、
そ
の
声
は
、
リ
ー
リ
ー
リ
ー

と
規
則
的
な
リ
ズ
ム
を
持
ち
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
や
秋
の
虫
の
鳴
き
声
を
思
わ

せ
る
。
そ
の
美
声
を
「
か
く
し
も
が
も
」
と
聞
き
な
し
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
歌

の
面
白
さ
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
コ
オ
ロ
ギ
の
鳴
き
声
「
り
・

り
・
り
・
り
・
り
…
…
」
を
「
針
さ
せ
、
綴
り
さ
せ
、
針
な
き
ゃ
、
借
り
て
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

せ
」
と
聞
き
な
す
よ
う
に
。
そ
し
て
注
意
し
て
ほ
し
い
の
は
、
こ
の
声
を
耳
に

し
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
作
者
は
、
三
重
の
川
原
の
岩
陰
に
い
る
。
そ
う
し
た

野
外
に
出
て
い
て
耳
に
し
た
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
声
で
あ
る
。

　
猿
の
声
⑩
「
こ
こ
」
は
、
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
ほ
り
　
　

に
し
き
た
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ふ
ち
　
さ
と
　
　
　
　
こ
こ
　

む
ら
　

な

郡
よ
り
西
北
の
か
た
六
里
に
、
河
内
の
里
あ
り
。
古
々
の
邑
と
名
つ
く
。

く
に
ひ
と
　
　
こ
と
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　

俗
の
説
に
、
猿
の
声
を
謂
ひ
て
こ
こ
と
為
す
。
　
（
常
陸
国
風
土
記
、
久

慈
の
郡
）

　
「
古
々
の
村
」
と
い
う
地
名
は
、
猿
が
「
こ
こ
」
と
鳴
く
と
こ
ろ
か
ら
名
づ

け
ら
れ
た
と
い
う
地
名
由
来
を
記
し
た
箇
所
。
猿
の
声
に
は
十
数
種
類
の
パ
タ
ー

　
　
　
　
　
ほ
　

ン
が
あ
る
が
、
「
こ
ー
こ
i
」
と
い
う
声
を
あ
げ
る
の
は
大
自
然
の
懐
に
抱
か

れ
、
エ
サ
を
食
べ
て
満
足
し
て
い
る
時
で
あ
る
。
野
外
に
い
る
サ
ル
た
ち
が
自

由
に
エ
サ
に
あ
り
つ
き
、
「
こ
ー
こ
i
」
と
鳴
き
声
を
あ
げ
て
い
る
の
を
、
奈

良
時
代
の
人
々
は
耳
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
そ
う
し
た
大
自
然
の

中
に
い
る
猿
の
声
を
直
接
耳
に
す
る
ほ
ど
、
野
外
に
出
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　
ま
た
、
野
外
で
あ
る
こ
と
を
表
す
音
や
様
子
を
写
し
た
擬
音
語
・
擬
態
語
も

　
　
　
　
　
　
　
ち
が
や

あ
る
。
た
と
え
ば
、
茅
の
風
に
鳴
る
音
⑳
「
そ
そ
」
。
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た
け
　
　

の
た
ま
　
　
　

や
ま
と
　
　　
ち
は
ら
　
あ
さ
ち
は
ら

詰
び
て
曰
は
く
「
倭
は
　
そ
そ
茅
原
　
浅
茅
原

な
り
」
と
の
た
ま
ふ
。
　
（
日
本
書
紀
、
巻
一
五
）

弟2
日ひ

僕9
らこ

ま

是i

し
も
つ
づ
ら
く
る
　
　
く
る
　
　
　
　
　
か
は
ふ
ね

霜
黒
葛
闇
や
闇
や
に
、
河
船
の
も
そ
ろ
も
そ
ろ
に
、

ぬ縫
へ
る
国
は
、
　
（
出
雲
国
風
土
記
、
意
宇
の
郡
）

く
に
こ
く
に
こ
　
　
　
　
　
　
き

国
来
国
来
と
引
き
来

『明治大学国際日本学研究』第4巻第1号（157）

　
身
を
や
つ
し
て
い
た
顕
宗
天
皇
が
、
宴
席
で
自
分
の
身
分
を
高
ら
か
に
宣
言

　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
と

し
た
箇
所
で
あ
る
。
「
倭
は
、
そ
よ
そ
よ
と
音
を
立
て
る
茅
原
、
そ
の
浅
茅
原

で
あ
る
倭
の
弟
王
で
あ
る
ぞ
、
私
は
」
と
。
「
そ
そ
」
は
、
茅
の
そ
よ
そ
よ
鳴

る
音
。
一
面
に
茅
の
広
が
る
野
原
を
目
に
し
た
と
き
の
擬
音
語
で
あ
る
。
ま
た
、

既
に
引
用
し
た
⑯
「
ほ
ら
ほ
ら
」
と
⑳
「
す
ぶ
す
ぶ
」
も
、
野
外
で
の
地
形
の
特

色
を
捉
え
た
擬
態
語
で
あ
る
。

　
こ
ん
な
ふ
う
に
、
野
外
で
聞
い
た
こ
と
の
明
ら
か
な
動
物
の
鳴
き
声
や
物
音

を
写
す
擬
音
語
や
野
外
で
の
様
子
を
写
す
擬
態
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
、
奈
良

時
代
の
特
色
が
あ
る
。
平
安
時
代
で
も
、
鶯
の
声
や
雁
の
声
、
コ
オ
ロ
ギ
の
声

な
ど
を
耳
に
し
、
「
ひ
と
く
ひ
と
く
」
「
か
り
か
り
」
「
か
り
」
「
つ
づ
り
さ
せ
」

な
ど
と
写
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
声
の
多
く
は
、
屋
内
や
人
家
の
近
く
で
聞

い
て
い
る
。
壮
大
な
大
自
然
の
中
に
自
ら
身
を
お
い
た
と
き
に
聞
い
た
も
の
で

は
な
い
。
奈
良
時
代
に
の
み
見
ら
れ
る
擬
音
語
・
擬
態
語
は
、
当
時
の
人
々
が

野
外
で
の
活
動
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。

二
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
作
音
や
様
子

　
第
二
に
、
奈
良
時
代
に
存
在
す
る
擬
音
語
・
擬
態
語
に
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

動
作
音
や
様
子
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
⑱
「
も
そ
ろ
も
そ
ろ
」
は
、
次
の
よ
う
な
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
「
霜
に
あ
っ
て
黒
く
な
っ
た
葛
を
手
繰
り
寄
せ
手
繰
り
寄
せ
、
河
船
の
よ
う

に
そ
ろ
り
そ
う
り
と
、
『
土
地
よ
来
い
、
土
地
よ
来
い
』
と
引
い
て
来
て
縫
い

付
け
ら
れ
た
国
は
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
『
出
雲
風
土
記
』
に
繰
り
返
し
四

回
も
見
ら
れ
る
。
「
も
そ
ろ
」
は
、
別
稿
で
詳
し
く
述
べ
る
予
定
で
あ
る
が
、

擬
態
語
「
そ
ろ
」
に
接
頭
辞
「
も
」
を
付
し
て
出
来
た
語
と
考
え
ら
れ
る
。
⑲

「
も
ゆ
ら
」
の
「
も
」
と
同
じ
く
強
調
の
接
頭
辞
で
あ
る
。
大
船
を
そ
ろ
り
そ

う
り
と
引
き
寄
せ
る
よ
う
に
、
大
地
を
ゆ
っ
く
り
と
引
き
寄
せ
る
様
子
を
表
す

擬
態
語
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
共
同
作
業
的
な
営
み
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
擬

態
語
で
あ
る
。

　
⑰
「
つ
ば
ら
つ
ば
ら
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。

あ
さ
び
ら
　
　
　
　
い
り
え
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ち
　
　
お
と

朝
開
き
　
入
江
漕
ぐ
な
る
　
梶
の
音

ゆ
　
（
万
葉
集
、
四
〇
六
五
）

つ
ば
ら
つ
ば
ら
に

わ
ぎ
　
へ

我
家
し
思
ほ

　
「
朝
早
く
船
出
し
て
入
り
江
を
漕
い
で
い
る
梶
の
音
の
よ
う
に
、
し
み
じ
み

と
我
が
家
が
思
い
出
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
意
味
の
歌
。
「
つ
ば
ら
つ
ば
ら
」
は
、

し
み
じ
み
と
い
う
意
味
を
持
つ
擬
態
語
で
あ
る
が
、
梶
の
音
を
写
し
た
擬
音
語

で
も
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
「
梶
の
音
」
が
「
つ
ば

ら
つ
ば
ら
」
と
い
う
言
葉
を
引
き
出
し
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
舟
を
漕
ぐ
櫓
の

き
し
る
音
が
、
夜
明
け
の
し
じ
ま
の
中
に
広
が
っ
て
ゆ
く
。
「
つ
ば
ら
つ
ば
ら
」
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も
、
人
々
の
舟
を
漕
ぐ
動
作
ま
で
見
え
る
躍
動
的
な
音
で
あ
る
。

　
ま
た
、
⑳
「
つ
ら
ら
」
は
、
次
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
お
き
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
　

を
と
め
　
　
　
を
ぷ
ね

わ
た
つ
み
の
　
沖
辺
を
見
れ
ば
　
い
ざ
り
す
る
　
海
人
の
娘
子
は
　
小
舟

乗
り
　
つ
ら
ら
に
浮
け
り
　
（
万
葉
集
、
三
四
二
七
）

　
大
海
原
を
大
船
に
乗
っ
て
出
航
す
る
と
き
に
見
え
た
様
子
を
詠
ん
だ
長
歌
の

一
部
。
「
海
原
の
沖
の
辺
り
を
み
る
と
、
漁
火
で
魚
を
捕
る
海
人
乙
女
た
ち
が

小
舟
に
乗
り
、
点
々
と
連
な
っ
て
浮
か
ん
で
い
る
」
と
い
う
意
味
。
「
つ
ら
ら
」

は
、
真
っ
黒
な
夜
の
海
で
漁
を
す
る
海
人
乙
女
た
ち
の
小
舟
の
明
か
り
が
点
々

と
連
な
っ
て
い
る
様
子
を
表
す
擬
態
語
。
以
上
は
、
い
ず
れ
も
海
や
川
で
共
同

作
業
を
し
て
い
る
と
き
に
出
る
音
や
様
子
で
あ
る
。

　
⑮
「
ゑ
ら
ゑ
ら
」
も
、
人
々
の
上
機
嫌
に
笑
い
さ
ざ
め
く
声
や
様
子
を
写
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
や
　
そ
と
も
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か
　
　
た
ち
ば
な
　
　
　
　
　
　
　
さ

も
の
の
ふ
の
　
八
十
伴
の
緒
の
　
島
山
に
　
赤
る
橘
　
う
ず
に
刺
し

ひ
も
と
　
　
さ
　
　
　
　
ち
と
せ
ほ
　
　
　
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
　
ま
っ

紐
解
き
放
け
て
　
千
年
寿
き
　
寿
き
と
よ
も
し
　
ゑ
ら
ゑ
ら
に
　
仕
へ
奉

　
　
　
　
　
た
ふ
と

る
を
　
見
る
が
貴
さ
　
（
万
葉
集
、
四
二
六
六
）

　
天
皇
の
催
す
祝
宴
で
詠
ん
だ
長
歌
の
一
部
。
「
も
ろ
も
ろ
の
官
人
た
ち
が
、

庭
の
山
に
赤
く
色
づ
い
た
橘
を
飾
り
に
挿
し
、
衣
の
紐
を
解
き
く
つ
ろ
い
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
ほ

永
久
の
長
寿
を
祝
い
、
寿
ぎ
さ
ざ
あ
き
、
に
こ
に
こ
笑
っ
て
お
仕
え
す
る
様

子
を
拝
す
る
め
で
た
さ
よ
」
と
い
っ
た
意
味
。
当
時
の
人
々
の
笑
顔
が
見
え
、

笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
生
活
感
溢
れ
る
言
葉
で
あ
る
。

　
⑳
「
た
し
だ
し
」
は
、
霰
の
降
る
音
で
あ
る
が
、
人
々
が
次
々
に
去
っ
て
い

く
音
を
も
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
さ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

笹
葉
に
打
つ
や
霰
の
　
た
し
だ
し
に
率
寝
て
む
後
は
人
は
離
ゆ

　
　
う
る
は
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
　
　
　
ね
　
　
　
　
　
　
か
り
こ
も
　
　
　
　
み
だ

と
も
　
愛
し
と
　
さ
寝
し
さ
寝
て
ば
　
刈
薦
の
　
乱
れ
ば
乱
れ
　
さ
寝

し
さ
寝
て
ば
　
（
古
事
記
、
下
巻
）

　
軽
皇
子
が
妹
の
軽
大
郎
女
と
姦
通
し
た
後
に
、
歌
っ
た
歌
。
姦
通
罪
を
犯
し

て
し
ま
っ
た
か
ら
に
は
家
臣
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
離
れ
て
い
っ
て
も
仕
方
が
な
い
、

も
う
ど
う
な
っ
て
も
構
わ
な
い
と
、
軽
皇
子
は
潔
く
歌
っ
て
い
る
。
「
た
し
だ

し
」
は
、
霰
が
笹
の
葉
を
豪
快
に
打
つ
音
を
表
す
。
「
確
か
」
の
意
味
を
持
っ

た
「
た
し
」
の
語
が
掛
け
ら
れ
、
「
確
か
に
愛
す
る
人
と
共
寝
し
た
か
ら
に
は
」

と
見
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
た
し
だ
し
」
は
、
「
離
ゆ
」
に
も
掛

か
る
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
人
々
が
足
音
高
く
軽
皇
子
の
元
を
離
れ
て
い

く
音
を
象
徴
す
る
擬
音
語
と
も
取
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
波
乱
に
富
ん
だ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
音
を
表
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
単
体
の
神
や
人
が
た
て
る
音
も
大
き
く
あ
け
ひ
ろ
げ
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
⑰
「
ほ
ろ
」
は
、
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

あ
ま
く
も

天
雲
を

め
や
も

　
　
　
ふ

ほ
ろ
に
踏
み
あ
だ
し
　
鳴
る
神
も

（
万
葉
集
、
四
二
三
五
）

け
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
こ

今
日
に
ま
さ
り
て
　
恐
け
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「
天
に
あ
る
雲
を
ば
ら
ば
ら
に
蹴
散
ら
し
て
鳴
る
雷
も
、
今
日
に
ま
さ
っ
て

恐
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
い
っ
た
意
味
。
天
皇
・
皇
后
か
ら
親
愛

の
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
言
葉
を
か
け
ら
れ
て
、
雷
を
恐
れ
る
以
上
に
驚
催
し
て

い
る
気
持
ち
を
詠
ん
だ
も
の
。
「
ほ
ろ
」
は
、
雷
が
雲
を
ば
ら
ば
ら
に
蹴
散
ら

す
様
子
を
表
し
て
い
る
が
、
な
ん
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
作
で
あ
る
こ
と
か
。

　
ま
た
、
⑳
「
と
ど
」
は
、
次
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　
お
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
か
げ

馬
の
音
の
　
と
ど
と
も
す
れ
ば
　
松
陰
に

君
か
と
　
（
万
葉
集
、
二
六
五
三
）

出
で
て
そ
見
つ
る
　
け
だ
し

　
「
馬
の
足
音
が
ど
ん
ど
ん
と
響
く
の
で
、
松
陰
に
そ
っ
と
出
て
み
た
、
も
し

や
あ
な
た
が
お
い
で
に
な
っ
た
の
か
と
思
っ
て
」
と
い
う
意
味
。
「
と
ど
」
は
、

馬
の
足
音
を
写
す
擬
音
語
。
男
性
が
女
性
の
と
こ
ろ
に
訪
れ
る
時
に
乗
る
馬
の

足
音
が
あ
た
り
に
響
き
渡
る
。
馬
の
足
の
動
き
ま
で
見
え
て
き
そ
う
な
躍
動
的

な
動
作
音
で
あ
る
。
「
と
ど
」
は
、
人
間
が
板
戸
を
ど
ん
ど
ん
と
叩
く
音
を
も

表
す
。
ど
ち
ら
も
活
力
溢
れ
る
音
で
あ
る
。

　
⑪
「
こ
ご
」
も
、
当
時
の
人
間
の
生
活
を
映
し
出
す
擬
音
語
で
あ
る
。

か
し
ま
ね
　
　
　
　
つ
く
え

香
島
根
の
　
机
の
島
の

　
　
　
や
ぶ
　
　
　
　
は
や
か
は

つ
つ
き
破
り
　
速
川
に

集
、
三
八
八
〇
）

　
　
　
　
　
　
ひ
り
　
　
　
　
　
　
　
き

し
た
だ
み
を
　
い
拾
ひ
持
ち
来
て
　
石
も
ち

　
　
す
す
　
　
　
　
か
ら
し
ほ

洗
ひ
濯
ぎ
　
辛
塩
に

こ
ご
と
揉
み
　
（
万
葉

「
香
島
根
の
机
の
島
の
巻
貝
を
拾
い
採
っ
て
来
て
石
で
殻
を
割
り
、
速
川
で

洗
い
清
め
、
辛
塩
で
ご
し
ご
し
と
揉
み
」
と
い
う
歌
。
「
こ
ご
」
は
、
貝
の
身

を
辛
塩
で
ご
し
ご
し
と
揉
む
音
。
塩
揉
み
で
い
い
味
が
出
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。

生
き
生
き
し
た
生
活
音
で
あ
る
。

　
⑩
「
び
し
び
し
」
も
ま
た
、
奈
良
時
代
人
の
た
て
る
人
間
的
な
音
で
あ
る
。

か
す
ゆ
ざ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
は

糟
湯
酒
　
う
ち
す
す
ろ
ひ
て
　
咳
ぶ
か
ひ
　
鼻
び
し
び
し
に

　
　
　
ひ
げ

ら
ぬ
　
髪
か
き
撫
で
て
　
（
万
葉
集
、
八
九
二
）

し
か
と
あ

　
山
上
憶
良
の
有
名
な
「
貧
窮
問
答
歌
」
の
一
部
。
「
糟
湯
酒
を
ち
び
ち
び
す

す
っ
て
、
咳
き
込
み
、
鼻
水
を
ず
る
ず
る
畷
り
、
ろ
く
に
生
え
て
も
い
な
い
漿

を
か
き
な
で
て
」
と
い
っ
た
意
味
。
「
び
し
び
し
」
は
、
鼻
水
を
す
す
り
上
げ

る
音
を
表
す
擬
音
語
で
あ
る
。

　
こ
の
他
、
鎧
に
鍵
が
ぶ
つ
か
っ
て
立
て
る
音
⑥
「
か
わ
ら
」
も
あ
る
。
い
ず

れ
も
、
奈
良
時
代
の
人
々
の
生
活
を
髪
髭
と
さ
せ
る
音
や
様
子
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
作
音
や
様
子
は
、
奈
良
時
代
な
ら
で
は
の
も
の
で

あ
る
。三

、
鈴
や
玉
な
ど
の
鳴
る
音

　
第
三
に
、
奈
良
時
代
に
は
、
小
鈴
の
鳴
る
音
や
玉
の
触
れ
合
う
音
が
し
ば
し

ば
見
ら
れ
る
と
い
う
特
色
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
⑬
「
ゆ
ら
」
は
、
次
の
よ
う

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

秋
の
も
み
ち
葉
　
巻
き
持
て
る

こ
す
ず

小
鈴
も
ゆ
ら
に

た
わ
や
め
に
　
我
は
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よ

あ
れ
ど
も
　
引
き
肇
ぢ
て

（
万
葉
集
、
三
二
二
三
）

　
「
秋
の
紅
葉
を
、
手
に
巻
い
た
小
鈴
を
ち
ん
と
鳴
ら
し
て
、
女
だ
て
ら
に
引

き
つ
か
ん
で
」
折
り
取
っ
て
と
い
う
文
脈
。
「
ゆ
ら
」
は
、
女
性
が
手
に
巻
い

て
い
る
小
鈴
の
鳴
る
音
を
表
し
て
い
る
。
現
在
な
ら
、
「
ち
ん
」
と
か
「
り
ん
」

で
表
す
よ
う
な
音
を
「
ゆ
ら
」
が
表
し
て
い
る
。
「
ゆ
ら
」
や
、
以
下
に
あ
げ

る
⑭
「
ゆ
ら
ら
」
⑲
「
も
ゆ
ら
」
は
、
現
代
語
「
ゆ
ら
ゆ
ら
」
か
ら
連
想
さ
れ
る

意
味
と
は
全
く
違
っ
て
、
小
鈴
の
鳴
る
音
や
玉
の
触
れ
合
う
音
な
ど
を
あ
ら
わ

す
擬
音
語
で
あ
る
。
奈
良
時
代
に
は
「
ゆ
ら
」
か
ら
で
き
た
動
詞
「
ゆ
ら
く
」

が
あ
り
、
釣
鐘
型
の
楽
器
が
さ
わ
や
か
に
鳴
り
響
く
こ
と
を
表
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
「
ゆ
ら
」
が
音
を
表
す
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
証
拠
立
て
ら
れ
る
。

　
⑭
「
ゆ
ら
ら
」
は
、
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

あ
ご
　
　
　
　
あ
り
そ
　
う
へ
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
を
と
め

阿
胡
の
海
の
　
荒
磯
の
上
に
　
浜
菜
摘
む
　
海
人
娘
子
ら
が
　
う
な
が
せ

　
　
ひ
　
れ

る
　
領
布
も
照
る
が
に
　
手
に
巻
け
る
　
玉
も
ゆ
ら
ら
に
　
白
た
へ
の

袖
振
る
見
え
つ
　
（
万
葉
集
、
三
二
四
三
）

　
「
阿
胡
の
海
の
荒
磯
の
ほ
と
り
で
海
人
乙
女
ら
が
海
藻
を
採
っ
て
い
る
。
彼

女
た
ち
が
首
に
か
け
て
い
る
領
布
も
輝
く
ば
か
り
に
、
手
に
巻
い
て
い
る
玉
も

ち
ん
ち
ん
音
を
立
て
る
ほ
ど
に
、
白
布
の
袖
を
振
っ
て
い
る
の
が
、
私
に
見
え

た
」
と
い
う
意
味
。
「
ゆ
ら
ら
」
は
、
「
ち
ん
ち
ん
」
と
か
「
り
ん
り
ん
」
の
よ

う
な
、
手
に
巻
い
て
い
る
玉
が
揺
れ
て
鳴
る
音
を
表
し
て
い
る
。

　
鈴
に
は
呪
術
的
な
意
味
が
あ
る
。
今
で
も
神
社
の
拝
殿
に
は
大
き
な
鈴
が
吊

り
下
げ
ら
れ
、
参
拝
す
る
時
に
は
そ
れ
を
鳴
ら
し
て
お
ま
い
り
を
す
る
こ
と
か

ら
も
想
像
で
き
よ
う
。
そ
う
し
た
元
々
は
呪
術
的
な
意
味
の
あ
る
鈴
で
は
あ
る

が
、
現
実
に
は
蛇
や
熊
と
い
っ
た
動
物
避
け
に
な
る
と
い
っ
た
実
用
的
な
役
目

も
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
奈
良
時
代
の
女
性
た
ち
は
、
鈴
を
手
首
に
巻
き
、

「
ゆ
ら
」
「
ゆ
ら
ら
」
と
音
を
出
し
、
身
を
守
る
術
に
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
る
。

　
女
性
ば
か
り
で
は
な
く
、
男
性
も
首
飾
り
を
し
、
鈴
を
手
に
し
て
い
る
。
⑲

「
も
ゆ
ら
」
は
、
次
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。

そ
　
　
　
み
く
び
た
ま
　
　
た
ま
　
　
を

其
の
御
頸
珠
の
玉
の
緒
、
も
ゆ
ら
に
取
り
ゆ
ら
か
し
て
、

賜
ひ
て
　
（
古
事
記
、
上
巻
）

天
照
大
御
神
に

　
「
（
イ
ザ
ナ
キ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
）
首
飾
り
の
玉
の
緒
を
取
り
、
ち
り
り
と
音
を

さ
せ
て
、
天
照
大
御
神
に
お
授
け
に
な
り
」
と
い
う
意
味
。
イ
ザ
ナ
キ
ノ
ミ
コ

ト
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
男
神
。
「
も
ゆ
ら
」
は
、
「
ゆ
ら
」
と
い
う
擬
音
語
に

強
調
の
意
味
を
持
っ
た
接
頭
辞
「
も
」
を
付
け
て
出
来
た
語
で
あ
る
。
装
身
具

に
し
た
首
飾
り
を
鳴
ら
す
音
で
あ
る
。
神
の
行
う
仕
草
で
あ
る
か
ら
、
呪
術
的

な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
男
性
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
鷹
狩
り
で
も
、
わ
ざ
わ
ざ
小

鈴
を
「
ゆ
ら
」
と
鳴
ら
し
て
い
る
。

あ
き
つ
　
　
　
　
　
　
は
ぎ

秋
付
け
ば
　
萩
咲
き
に
ほ
ふ

　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら
ぬ
り

に
　
鳥
踏
み
立
て
　
白
塗
の

い
は
せ
　
の
　
　
　
　
う
ま
　
　
　
　
ゆ

石
瀬
野
に
　
馬
だ
き
行
き
て
　
を
ち
こ
ち

こ
す
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
さ

小
鈴
も
ゆ
ら
に
　
あ
は
せ
遣
り
　
振
り
放
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い
き
ど
ほ

け
見
っ
つ
　
憤
る

心
の
内
を
　
思
ひ
延
べ
　
（
万
葉
集
、
四
一
五
四
）

　
越
中
に
赴
任
し
た
大
伴
家
持
が
、
鷹
狩
り
で
所
在
無
さ
を
紛
ら
わ
せ
て
い
る

こ
と
を
歌
っ
た
長
歌
の
部
分
。
「
秋
に
な
る
と
、
萩
の
咲
き
に
お
う
石
瀬
野
に
、

馬
を
進
め
て
あ
ち
こ
ち
の
茂
み
か
ら
鳥
を
追
い
出
し
、
銀
色
の
小
鈴
も
ち
ん
と

鳴
ら
し
合
わ
せ
て
追
い
や
り
、
振
り
仰
ぎ
見
て
は
悶
々
の
心
の
内
を
紛
ら
わ
せ
」

と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
小
鈴
を
鳴
ら
す
音
が
「
ゆ
ら
」
で
あ
る
。
当
時
の
人
々

は
、
お
し
な
べ
て
、
「
ゆ
ら
」
「
ゆ
ら
ら
」
「
も
ゆ
ら
」
と
音
の
出
る
鈴
や
首
飾

り
を
身
に
付
け
、
そ
れ
を
鳴
ら
し
て
行
動
し
て
い
る
。

九
　
お
わ
り
に

　
奈
良
時
代
の
擬
音
語
・
擬
態
語
を
残
存
す
る
作
品
か
ら
抽
出
し
て
み
る
と
、

六
十
五
種
類
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
二
割
五
分
は
、
な
ん
と
一

三
〇
〇
年
の
命
を
生
き
延
び
、
現
在
で
も
活
躍
し
て
い
る
。
「
う
ら
う
ら
」
「
さ

や
さ
や
」
「
さ
ら
さ
ら
」
「
さ
わ
さ
わ
」
「
す
く
す
く
」
「
そ
よ
」
な
ど
と
。
そ
れ

ら
は
、
い
ず
れ
も
ど
の
時
代
に
も
必
要
な
音
や
様
子
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。

　
一
方
、
奈
良
時
代
だ
け
に
見
ら
れ
る
擬
音
語
・
擬
態
語
を
検
討
し
て
み
る
と
、

奈
良
時
代
人
の
生
活
や
風
習
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。
「
と
き
す
ぎ
に
け

り
」
「
か
く
し
も
が
も
」
「
こ
こ
」
な
ど
と
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
・
カ
エ
ル
・
サ
ル
の

鳴
き
声
を
写
す
擬
音
語
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
自
ら
が
野
外
に
身
を
置
い

た
時
に
耳
に
し
た
鳴
き
声
を
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
そ
そ
」
「
ほ
ら
ほ
ら
」

「
す
ぶ
す
ぶ
」
も
、
野
外
で
感
じ
る
音
や
様
子
で
あ
る
。
奈
良
時
代
の
人
が
野

外
に
し
ば
し
ば
出
向
き
、
自
然
と
共
に
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　
ま
た
、
大
船
を
皆
で
引
く
様
子
を
表
す
「
も
そ
ろ
も
そ
ろ
」
、
舟
を
漕
ぐ
と

き
の
梶
の
音
「
つ
ば
ら
つ
ば
ら
」
、
小
舟
を
連
ね
て
い
る
様
子
「
つ
ら
ら
」
は
、

奈
良
時
代
の
人
々
が
海
や
川
で
共
同
作
業
を
し
て
い
る
姿
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

ま
た
、
人
々
は
「
ゑ
ら
ゑ
ら
」
と
笑
い
さ
ざ
め
き
、
「
た
し
だ
し
」
と
音
を
立

て
て
逃
げ
出
す
。
集
団
的
な
行
動
を
鮮
烈
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
擬
音
語
・
擬

態
語
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
雷
神
も
、
人
間
と
同
じ
よ
う
に
「
ほ
ろ
」
と
蹴
飛
ば
す
行
為
を
し
、

人
は
馬
に
乗
っ
て
「
と
ど
」
と
音
を
立
て
、
板
戸
を
「
と
ど
」
と
叩
き
、
巻
貝

を
辛
塩
で
「
こ
ご
」
と
揉
み
洗
い
を
し
て
食
べ
、
鼻
水
を
「
び
し
び
し
」
と
す

す
り
上
げ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
奈
良
時
代
の
人
々
が
躍
動
的
な
動
作
を
し
て

い
た
事
実
を
鮮
明
に
す
る
。

　
ま
た
、
女
性
た
ち
は
、
平
素
か
ら
呪
術
的
な
意
味
と
実
用
的
な
意
味
を
持
っ

た
小
鈴
を
手
に
巻
き
、
「
ゆ
ら
」
「
ゆ
ら
ら
」
と
音
を
出
し
て
い
る
。
男
性
も
鷹

狩
り
で
小
鈴
を
「
ゆ
ら
」
と
鳴
ら
し
て
獲
物
を
追
い
立
て
て
い
る
。
男
神
も
、

首
飾
り
の
玉
を
揺
ら
し
て
「
も
ゆ
ら
」
と
音
を
立
て
て
、
呪
術
的
な
意
味
を
持

た
せ
て
い
る
。

　
こ
ん
な
ふ
う
に
、
奈
良
時
代
だ
け
に
見
ら
れ
る
擬
音
語
・
擬
態
語
を
追
究
す

る
と
、
当
時
の
人
々
の
生
活
ぶ
り
が
具
体
的
に
明
か
さ
れ
て
行
く
。
彼
ら
は
、

野
外
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
き
回
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
残
さ
れ
た
課
題
も
あ
る
。
以
上
に
採
り
上
げ
な
か
っ
た
擬
音
語
・
擬
態
語
の

特
性
分
析
が
ま
だ
十
分
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
⑯
「
は
だ
ら
」
と

い
う
擬
態
語
が
あ
る
。
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夜
を
寒
み
　
朝
戸
を
開
き
　
出
で
見
れ
ば

た
り
　
（
万
葉
集
、
＝
二
一
八
）

庭
も
は
だ
ら
に
　
み
雪
降
り

　
「
夜
が
寒
い
の
で
、
朝
戸
を
開
け
て
出
て
み
る
と
、
庭
に
う
っ
す
ら
と
雪
が

降
っ
て
い
る
！
」
と
い
う
意
味
。
う
っ
す
ら
と
積
も
っ
て
い
る
新
鮮
な
雪
を
見

て
作
者
が
歌
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
感
動
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
奈
良
時
代

で
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
雪
の
う
っ
す
ら
降
り
積
も
る
様
子
を
写
す
擬
態
語
が
良

く
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
が
現
時
点
で
は
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
平
安
時
代
に
な
る
と
、
う
っ
す
ら
積
も
っ

た
雪
に
感
動
し
て
い
る
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
一
面
に
雪
の
降
り
し

き
っ
た
り
降
り
積
も
っ
た
り
す
る
様
子
に
感
動
し
て
い
る
。
消
え
ず
に
残
っ
て

い
る
雪
に
対
し
て
は
、
も
っ
と
降
っ
て
一
面
の
銀
世
界
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
。
現
代
人
の
感
覚
に
近
い
の
で
あ
る
。

　
奈
良
時
代
の
う
っ
す
ら
積
も
る
雪
に
た
い
す
る
擬
態
語
の
存
在
は
、
平
安
時

代
以
後
の
人
間
た
ち
と
の
美
意
識
の
違
い
を
表
す
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
定
か

で
は
な
い
。
さ
ら
に
細
か
く
分
け
入
っ
た
追
究
が
必
要
で
あ
る
。

注

（
1
）
　
調
査
に
用
い
た
資
料
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
古
事
記
H
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』
、
日
本
書
紀
1
1
新
編
日
本
古

　
　
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
①
』
『
日
本
書
紀
②
』
『
日
本
書
紀
③
』
、
風
土
記
1
1
新

　
　
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』
、
万
葉
集
1
1
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
「
万

　
　
葉
集
①
』
『
万
葉
集
②
』
『
万
葉
集
③
』
『
万
葉
集
④
』
。

（
2
）
　
調
査
に
使
っ
た
資
料
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
竹
取
物
語
1
ー
中
田
剛
直
著
「
竹
取
物
語
の
研
究
校
舞
．
解
説
篇
』
、
う
つ
ほ
物
語
1
1

　
　
宇
津
保
物
語
研
究
会
編
『
宇
津
保
物
語
本
文
と
索
引
』
、
落
窪
物
語
1
1
松
尾
聡
・
江
口

　
　
正
弘
編
『
落
窪
物
語
総
索
引
』
お
よ
び
日
本
古
典
文
学
大
系
『
落
窪
物
語
堤
中

　
　
納
言
物
語
』
、
源
氏
物
語
随
池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
大
成
』
、
狭
衣
物
語
1
1
日
本

　
　
古
典
文
学
大
系
『
狭
衣
物
語
』
、
浜
松
中
納
言
物
語
1
1
池
田
利
夫
編
『
浜
松
中
納

　
　
言
物
語
総
索
引
』
お
よ
び
日
本
古
典
文
学
大
系
『
浜
松
中
納
言
物
語
篁
物
語

　
　
平
中
物
語
』
、
堤
中
納
言
物
語
1
1
鎌
田
広
夫
編
『
堤
中
納
言
物
語
総
索
引
』
お
よ

　
　
び
日
本
古
典
文
学
大
系
『
落
窪
物
語
堤
中
納
言
物
語
』
、
伊
勢
物
語
H
池
田
亀

　
　
鑑
・
大
津
有
一
著
『
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究
佼
蛮
．
索
裂
』
、
大
和
物
語
1
1
塚

　
　
原
鉄
雄
・
曾
田
文
雄
著
『
大
和
物
語
語
彙
索
引
』
お
よ
び
日
本
古
典
文
学
大
系

　
　
『
竹
取
物
語
伊
勢
物
語
大
和
物
語
』
、
篁
物
語
1
1
愛
媛
大
学
文
理
学
部
国
語
国

　
　
文
学
研
究
会
編
『
篁
物
語
総
索
引
』
、
平
中
物
語
ー
1
曾
田
文
雄
著
『
平
中
物
語
総

　
　
索
引
』
、
土
佐
日
記
1
1
日
本
大
学
文
理
学
部
国
文
学
研
究
室
「
土
左
日
記
総
索
引
』
、

　
　
蜻
蛉
日
記
1
1
佐
伯
梅
友
・
伊
牟
田
経
久
編
『
か
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引
』
、
和
泉
式

　
　
部
日
記
1
1
東
節
夫
・
塚
原
鉄
雄
・
前
田
欣
吾
共
編
『
和
泉
式
部
日
記
総
索
引
』
、

　
　
紫
式
部
日
記
1
1
佐
伯
梅
友
監
修
『
紫
式
部
日
記
用
語
索
引
』
お
よ
び
岩
波
文
庫

　
　
『
紫
式
部
日
記
』
、
更
級
日
記
1
1
東
節
夫
・
塚
原
鉄
雄
・
前
田
欣
吾
共
編
『
更
級

　
　
日
記
総
索
引
』
、
讃
岐
典
侍
日
記
ー
1
今
小
路
覚
端
・
三
谷
幸
子
編
著
『
校
本
讃
岐

　
　
典
侍
日
記
』
、
枕
草
子
1
1
松
村
博
司
監
修
『
枕
草
子
総
索
引
』
、
大
鏡
”
秋
葉
安

　
　
太
郎
著
『
大
鏡
の
研
究
』
、
古
今
和
歌
集
1
1
西
下
経
一
・
滝
沢
貞
夫
編
『
古
今
集

　
　
総
索
引
』
お
よ
び
朝
日
古
典
全
書
『
古
今
和
歌
集
』
、
後
撰
和
歌
集
1
1
大
阪
女
子

　
　
大
学
国
文
学
研
究
室
編
『
後
撰
和
歌
集
総
索
引
』
、
拾
遺
和
歌
集
1
1
古
典
文
庫

　
　
『
拾
遺
和
歌
集
』
、
三
宝
絵
詞
1
1
古
典
文
庫
『
三
宝
絵
詞
』
、
今
昔
物
語
集
1
1
日
本

　
　
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
、
法
華
百
座
法
談
聞
書
抄
1
1
佐
藤
亮
雄
校
注

　
　
『
百
座
法
談
聞
書
抄
』
、
打
聞
集
1
1
複
製
本
『
打
聞
集
』
古
典
保
存
会
、
古
本
説

　
　
話
集
1
1
岩
波
文
庫
『
古
本
説
話
集
』
お
よ
び
複
製
本
『
梅
沢
本
古
本
説
話
集
』
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貴
重
古
典
籍
刊
行
会
、
類
聚
名
義
抄
1
ー
複
製
本
『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
』
お

　
　
よ
び
吉
田
金
彦
編
『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
和
訓
索
引
』
・
正
宗
敦
夫
編
『
類
聚

　
　
名
義
抄
』
、
色
葉
字
類
抄
H
中
田
祝
夫
・
峰
岸
明
編
『
色
葉
字
類
抄
』
。

（
3
）
　
山
口
仲
美
著
『
犬
は
「
び
よ
」
と
鳴
い
て
い
た
1
日
本
語
は
擬
音
語
・
擬

　
　
態
語
が
面
白
い
ー
』
（
光
文
社
、
二
〇
〇
二
年
八
月
）
の
第
二
部
「
イ
ヒ
ヒ
ン

　
　
ヒ
ン
と
笑
う
て
別
れ
ぬ
」
参
照
。

（
4
）
　
山
口
仲
美
著
『
犬
は
「
び
よ
」
と
鳴
い
て
い
た
1
日
本
語
は
擬
音
語
・
擬

　
　
態
語
が
面
白
い
ー
』
（
光
文
社
、
二
〇
〇
二
年
八
月
）
の
第
二
部
「
わ
れ
は
狐

　
　
ぢ
ゃ
こ
ん
こ
ん
く
わ
い
く
わ
い
」
参
照
。

（
5
）
　
山
口
仲
美
著
『
平
安
朝
の
言
葉
と
文
体
』
（
風
間
書
房
、
一
九
九
八
年
六
月
）

　
　
の
「
付
編
感
覚
・
感
情
語
彙
の
歴
史
」
参
照
。

（
6
）
　
ど
の
よ
う
な
時
が
過
ぎ
た
の
か
に
関
す
る
説
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
ω
京

　
　
都
に
帰
る
べ
き
時
…
賀
茂
真
淵
『
万
葉
考
』
・
加
藤
千
蔭
『
万
葉
集
略
解
』
・
鴻

　
　
巣
盛
広
『
万
葉
集
全
釈
』
・
武
田
祐
吉
『
増
訂
万
葉
集
全
註
釈
』
・
伊
藤
博
『
万

　
　
葉
集
釈
注
』
、
②
契
っ
た
時
…
鹿
持
雅
澄
『
万
葉
集
古
義
』
、
㈲
夫
の
帰
っ
て
く

　
　
る
べ
き
時
…
井
上
通
泰
『
万
葉
集
新
考
』
・
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
万
葉
集
四
』
、

　
　
ω
行
な
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
田
の
仕
事
（
田
植
え
）
の
時
機
…
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』
・

　
　
折
口
信
夫
『
万
葉
集
総
釈
』
・
窪
田
空
穂
『
万
葉
集
評
釈
』
、
⑤
会
う
べ
き
時
…

　
　
土
屋
文
明
『
万
葉
集
私
注
』
・
室
伏
秀
平
『
万
葉
東
歌
』
・
佐
々
木
信
綱
『
評
釈

　
　
万
葉
集
』
。

（
7
）
　
後
藤
利
雄
著
『
東
歌
難
歌
考
』
（
桜
楓
社
、
一
九
七
五
年
十
一
月
）
所
収
。

（
8
）
　
山
口
仲
美
著
『
ち
ん
ち
ん
千
鳥
の
な
く
声
は
－
日
本
語
の
歴
史
鳥
声
編
』

　
　
（
講
談
社
、
二
〇
〇
八
年
十
一
月
）
の
「
仏
壇
に
本
尊
か
け
た
か
ー
ホ
ト
ト
ギ

　
　
ス
ー
」
参
照
。

（
9
）
　
山
口
仲
美
著
「
新
・
に
ほ
ん
ご
紀
行
』
（
日
経
B
P
社
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）

　
　
の
第
二
部
「
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
遊
ぶ
」
の
「
カ
エ
ル
の
歌
は
濁
音
か
？
」
参
照
。

（
1
0
）
　
山
口
仲
美
著
『
言
葉
の
探
検
』
（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
十
一
月
）
の
第
八
章

　
　
「
垣
根
を
と
っ
て
話
し
て
み
た
い
」
の
「
虫
は
針
さ
せ
綴
り
さ
せ
」
の
項
参
照
。

（
1
1
）
　
山
口
仲
美
著
『
新
・
に
ほ
ん
ご
紀
行
』
（
日
経
B
P
社
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）

　
　
の
第
二
部
「
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
遊
ぶ
」
の
「
猿
は
「
コ
コ
」
と
鳴
い
て
い
た
」
参

　
　
照
。


